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芥
川
龍
之
介
「
手
帳
七
」
考
続
貂 

附
図
版
・
翻
刻
・
略
注
・
筆
記
用
具
一
覧
表 

―

普
及
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
に
お
け
る
「
手
帳
よ
り
」
の
編
纂
事
情
と
堀
辰
雄―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

章 

瑋 

稿
者
は
本
誌
第
四
五
集
（
二
〇
二
二
・
三
）
に
、「
芥
川
龍
之
介
「
手
帳
六
」

考
続
貂 

附
図
版
・
翻
刻
・
略
注
・
筆
記
用
具
一
覧
表―

「
奇
遇
」
と
の
関

係
を
起
点
に
し
て―

」
と
題
し
て
、
一
九
二
一
年
に
芥
川
龍
之
介
が
大
阪
毎

日
新
聞
社
の
特
派
員
と
し
て
渡
中
し
た
際
に
使
用
し
た
「
手
帳
六
」
の
翻
刻
と

論
考
を
発
表
し
た
。
本
稿
は
そ
の
続
稿
に
当
た
り
、
芥
川
の
も
う
一
冊
の
手
帳

で
あ
る
「
手
帳
七
」
を
取
り
上
げ
る
。「
手
帳
七
」
は
、
同
年
六
月
中
旬
か
ら
滞

在
し
た
北
京
の
ほ
か
、
帰
国
直
前
に
立
ち
寄
っ
た
大
同
や
天
津
な
ど
の
メ
モ
が

記
さ
れ
て
い
る
。「
手
帳
七
」
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
前
稿
と
同
様
に
、
藤
沢
市

文
書
館
で
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
画
像
編
集
ソ
フ
トP

h
o

to
sh

o
p

を
用
い
て
色
調
を
補
正
し
た
上
で
翻
刻
し
た
。 

な
お
、
本
稿
で
は
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
複
数
の
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』

に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
た
め
に
現
行
版
『
芥
川
龍
之

介
全
集
』（
一
九
九
五
～
九
八
年
）
の
「
後
記
」
に
お
け
る
分
類
に
倣
い
、
左
記

の
略
称
を
用
い
て
い
る
。 

〈
元
版
全
集
〉 

 
 

全
七
巻
・
別
冊
一
巻 

 

一
九
二
七
～
二
九
年 

〈
普
及
版
全
集
〉 

 

全
一
〇
巻 

 
 

 
 

 

一
九
三
四
～
三
五
年 

〈
前
回
全
集
〉 

 
 

全
一
二
巻 

 
 

 
 

 

一
九
七
七
～
七
八
年 

〈
現
行
版
全
集
〉 

 

全
二
四
巻 

 
 

 
 

 

一
九
九
五
～
九
八
年 

 

一 

「
手
帳
」
と
「
手
帳
よ
り
」
に
お
け
る
異
同
問
題 

 

前
稿
に
お
い
て
、
稿
者
は
「
手
帳
六
」
の
翻
刻
史
（
「
手
帳
七
」
も
同
様
）
を

「
第
一
期
【
昭
和
初
期
】」
・「
第
二
期
【
平
成
初
期
】」
・「
第
三
期
【
平
成
十
年

代
】」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
手
帳
の
状
態
、
及
び
翻
刻
の
担
当

者
並
び
に
編
纂
方
針
を
確
認
し
う
る
範
囲
で
ま
と
め
た
が
、
疑
問
を
一
つ
残
し

て
い
た
。
そ
れ
は
、『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
間
の
異
同
問
題
で
あ
る
。

（

1

）

つ
ま
り
、

「
第
一
期
【
昭
和
初
期
】」
に
分
類
し
た
〈
元
版
全
集
〉
別
冊
に
、
主
と
し
て
堀

辰
雄
が
翻
刻
し
た
「
手
帳
」
と
、
葛
巻
義
敏
と
堀
辰
雄
が
〈
元
版
全
集
〉
を
意

識
し
、「
増
訂
普
及
版
」

（

2

）

と
称
し
て
編
纂
し
た
〈
普
及
版
全
集
〉
第
九
巻
に
収
録

さ
れ
た
「
手
帳
よ
り
」
と
で
は
、
翻
刻
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。 

〈
普
及
版
全
集
〉
が
「
増
訂
」
し
た
た
め
の
異
同
な
ら
ば
理
解
し
や
す
い
が
、

「
手
帳
よ
り
」
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、「
増
訂
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
減
少
し

て
い
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
か
、
主
と
し
て
〈
普
及
版
全
集
〉
所
収
本
文

を
底
本
と
し
て
い
た
〈
前
回
全
集
〉
第
一
二
巻
も
、

（

3

）

〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
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を
底
本
に
「
手
帳
（
一―

十
一
）」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
後
記
」

に
お
い
て
、「
な
お
普
及
版
全
集
所
収
本
文
は
「
手
帳
」
の
抄
録
で
あ
り
、
体
裁

も
元
版
全
集
の
そ
れ
と
か
な
り
異
る
が
そ
の
異
同
に
つ
い
て
は
一
々
注
記
し

な
い
」

（

4

）

と
記
し
、
両
者
の
間
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
も
、
具
体
例
や

そ
れ
ら
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。〈
前
回
全
集
〉
は
「
著
者

自
筆
の
草
稿
、
手
帳
等
に
直
接
当
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
」

（

5

）

と
い

う
制
約
の
中
で
編
纂
さ
れ
た
と
は
い
え
、
結
果
的
に
「
手
帳
」
と
「
手
帳
よ
り
」

の
異
同
問
題
は
不
透
明
な
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
芥
川
の
直
筆
資
料
の
多
く
が
山
梨
県
立
文
学
館
・
日

本
近
代
文
学
館
・
藤
沢
市
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、

（

6

）

資
料
の
確
認
が
し
や
す
く
な

っ
た
〈
現
行
版
全
集
〉
編
纂
時
に
お
い
て
も
解
決
し
て
い
な
い
。
〈
現
行
版
全

集
〉
第
二
三
巻
は
、
原
資
料
を
直
接
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
に
収
録
さ
れ
た
一
二
冊
の
う
ち
「
七
冊
に
該
当

す
る
手
帳
、
及
び
一
冊
の
新
た
な
手
帳
の
原
資
料
」
を
確
認
し
、
六
〇
数
年
ぶ

り
に
「
可
能
な
限
り
原
資
料
の
状
態
を
再
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
翻
刻
」

（

7

）

し

直
す
と
い
う
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
原
資
料
が
参
照
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
と
、〈
現
行
版
全
集
〉
の
充
実
し
た
翻
刻
に
よ
っ
て
、〈
普
及
版

全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
こ
の
問
題
の

存
在
感
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。

（

8

）

 

今
回
、「
手
帳
七
」
の
翻
刻
に
際
し
て
参
照
し
た
『
芥
川
龍
之
介
資
料
集 

図

版
２
』（
山
梨
県
立
文
学
館
編
、
一
九
九
三
・
一
一
。
以
下
、『
図
版
２
』
）
の
中

に
、
右
に
述
べ
た
異
同
問
題
の
説
明
に
繋
が
る
資
料
を
見
つ
け
た
の
で
、
第
三

節
で
詳
述
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
〈
普
及
版
全
集
〉
に
お
け
る
「
手
帳
よ
り
」

の
位
置
づ
け
と
、
堀
辰
雄
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
翻
刻
し
た
か
を
論
じ
た
い
。 

 

二 

「
手
帳
よ
り
」
の
位
置
づ
け 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、〈
前
回
全
集
〉
の
「
後
記
」
は
、〈
普
及
版
全
集
〉
の

「
手
帳
よ
り
」
が
、〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
の
「
抄
録
」
だ
と
位
置
づ
け
て

い
る
。「
抄
録
」
と
見
做
し
た
の
は
、
内
容
の
減
少
が
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

「
体
裁
も
元
版
全
集
の
そ
れ
と
か
な
り
異
」

（

9

）

な
っ
た
理
由
は
別
に
あ
る
と
考

え
る
。
例
え
ば
〈
普
及
版
全
集
〉
の
内
容
見
本
に
言
う
よ
う
に
、「
編
纂
・
校
正

上
に
も
前
回
の
全
集
に
よ
り
一
層
の
厳
密
正
確
を
加
へ
た
く
、
今
回
も
再
び
直

接
原
稿
に
基
い
て
校
合
」

（

10

）

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
で
あ
る
。
「
手

帳
よ
り
」
の
編
纂
方
針
を
示
す
文
章
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
〈
元
版
全

集
〉
所
収
「
手
帳
」
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
手
帳
よ
り
」
が
ど
の
よ
う

に
翻
刻
し
て
い
る
か
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
は
、【
例
一
】
の
よ
う
に
箇
条
書
き
で
翻
刻
さ
れ

て
い
る
。
各
条
の
頭
に
あ
る
○
印
は
、
翻
刻
担
当
者
の
堀
辰
雄
が
付
け
た
も
の

で
あ
る
。

（

11

）

こ
の
○
印
を
目
安
に
何
条
あ
る
か
を
数
え
、
集
計
し
た
デ
ー
タ
を

【
表
一
】
に
ま
と
め
た
。 

 

【
例
一
】〈
元
版
全
集
〉「
手
帳
」
の
冒
頭
部
分 

 
 

 

一 

○ 
3

 W
eak

n
esses in

 th
e (i) d

esire fo
r w

o
rld

ly p
o

w
ers. (b

asen
ess, 

co
w

ard
ly) (ii) se

n
su

ality. (iii) in
d

o
len

ce. D
o

n
't fo

rg
e
t th

ese are
 

m
y d

eath
-en

em
ies! 

○
一
月
十
六
日
。
弟
、
岸
と
共
に
来
る
。
晴
日
。 
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○
一
月
十
八
日
。
久
米
土
屋
来
る
。
大
龍
寺
へ
ゆ
く
。
夕
日
。
夜
ベ
ル
リ

オ
を
よ
む
。
興
奮
す
る
。 

 一
方
で
〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
で
は
、【
例
二
】
の
よ
う
に
○
印

は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
（
後
述
す
る
が
、
○
印
の
削
除
は
堀
自
身
に
よ
る
）
。

お
そ
ら
く
内
容
上
繋
が
り
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
の
み
、
行
間
に
「
＊
」
を

挟
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
＊
」
の
数
は
○
印
と
対
応
し
な
い
の
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

【
例
二
】〈
普
及
版
全
集
〉
「
手
帳
よ
り
」
の
冒
頭
部
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

3
 w

eak
n

esses in
 th

e
 

i ) d
esire fo

r w
o

rld
ly p

o
w

ers 

ii ) sen
su

ality
 

iii) in
d

o
len

ce
 

D
o

n
't fo

rg
e
t th

ese are m
y d

eath
-en

em
ies! 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊ 

 
 

 
 

 
 

 

〔
大
正
五
年
〕 

〔
一
月
十
六
日
〕
弟
、
岸
と
共
に
来
る
。
晴
日
。 

〔
一
月
十
八
日
〕
久
米
、
土
屋
来
る
。
大
龍
寺
へ
ゆ
く
。
夕
日
。
夜
ベ
ル

リ
オ
を
よ
む
。
興
奮
す
る
。 

 

そ
の
た
め
、「
＊
」
や
改
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
「
手
帳
」
の
○

印
を
基
準
に
、「
手
帳
よ
り
」
の
相
当
す
る
部
分
を
一
条
と
し
て
【
表
二
】
に
ま

と
め
た
（
例
え
ば
、「
手
帳
」
の
「
○ 

3
 W

eak
n

esses

（
中
略
）dea

th
-e

n
em

ies!

」

を
一
条
と
し
た
の
に
対
し
、「
手
帳
よ
り
」
で
は
「3

 w
eak

n
esses

（
中
略
）dea

th
-

en
em

ies!

」
を
一
条
分
と
し
て
計
数
し
た
）。
ま
た
、「
手
帳
」
に
は
あ
る
が
「
手

 

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 
十

一 

十

二 
未

収

録 88 116 148 67 138 119 79 175 92 56 

○

印

な

し 

○

印

な

し 

【表一】〈元版全集〉「手帳」 

変

更 
一 二 三 四 五 

未

収

録 

未

収

録 

六 八 七 

未

収

録 

 

補

遺 

減 32 48 91 54 83 97 49 23 

異同

あり 47 60 32 9 35 39 22 18 

異同

なし 9 8 25 4 20 39 21 15 

【表二】〈普及版全集〉「手帳より」 

増 - - - - - - - 3 - - - - 4 

【表三】〈普及版全集〉「手帳より」（増補分） 

╱
b

asen
ess 

╲
co

w
ard

ly
 

➡

「
軽
井
沢
日
記
」 
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帳
よ
り
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
「
減
」
と
し
て
い
る
。
加
え
て
両
者

の
異
同
も
計
数
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
○
印
や
「
＊
」
の
有
無
は
考
慮
し
て
い

な
い
。
た
だ
し
、
改
行
を
含
む
意
図
的
な
変
更
が
行
わ
れ
た
と
判
断
し
た
場
合

は
「
異
同
あ
り
」
に
計
上
し
、
明
ら
か
な
誤
植
な
ど
意
図
的
で
な
い
も
の
に
関

し
て
は
「
異
同
な
し
」
に
計
上
し
て
い
る
。 

な
お
、〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
に
は
な
く
、〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳

よ
り
」
で
増
補
さ
れ
た
内
容
は
、「
＊
」
の
数
を
目
安
に
計
数
し
、【
表
三
】
に

示
し
て
い
る
。 

大
き
な
相
違
点
か
ら
述
べ
る
と
、【
表
一
】
の
よ
う
に
「
手
帳
」
に
は
一
二
冊

の
手
帳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、【
表
二
】
の
よ
う
に
「
手
帳
よ
り
」
で
は
「
手

帳
六
・
七
・
十
一
・
十
二
」
の
四
冊
分
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の

う
ち
「
手
帳
十
二
」
に
当
た
る
「
西
洋
紙
の
レ
タ
ア
・
ペ
エ
パ
ア
に
書
か
れ
そ

し
て
手
帳
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
ゐ
た
も
の
」

（

12

）

は
、「
軽
井
沢
日
記
」
の
表
題
を
付

し
て
、「
手
帳
よ
り
」
と
と
も
に
〈
普
及
版
全
集
〉
第
九
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

13

）

 

他
方
、「
手
帳
よ
り
」
で
増
補
さ
れ
た
内
容
と
し
て
、【
表
一
】
の
「
手
帳
八
」

と
対
応
す
る
【
表
二
】
の
「
六
」
の
末
尾
に
追
加
さ
れ
た
三
箇
所
と

（

14

）

、「
補
遺
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
四
つ
の
断
片
が

（

15

）

あ
る
。
加
え
て
、【
表
一
】
の
「
手
帳
九
・

十
」
と
対
応
す
る
手
帳
に
つ
い
て
、【
表
二
】
の
中
で
順
番
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
変
更
は
、「
手
帳
よ
り
」
が
単
純
な
「
抄
録
」

で
は
な
く
、
よ
り
高
次
な
レ
ベ
ル
で
〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
」
を
解
体
し
、

「
手
帳
よ
り
」
と
し
て
再
構
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。 

も
ち
ろ
ん
【
表
二
】
の
二
行
目
に
示
し
た
よ
う
に
、【
表
一
】
か
ら
減
少
し
て

い
る
項
目
も
多
い
。
た
だ
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
三
・
四
行
目
に
示

し
た
、
「
手
帳
よ
り
」
の
収
録
項
目
に
お
け
る
異
同
の
割
合
で
あ
る
。
改
め
て

【
表
二
】
の
各
項
目
を
グ
ラ
フ

（【
図
一
】
）
で
表
し
た
い
。 

青

色

で

表

し

た

の

は

、 
 

【
表
二
】
の
「
減
」
の
項
目
数
で

あ
る
。
縦
軸
の
目
盛
を
参
照
す

れ
ば
、
減
少
分
が
全
体
の
約
四

割
か
ら
八
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、「
手
帳
」
で
翻
刻

さ
れ
て
い
た
内
容
の
多
く
が

「
手
帳
よ
り
」
に
取
り
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 

一
方
で
、
減
少
分
以
外
は
、

「
手
帳
よ
り
」
に
取
り
込
ま
れ

た
部
分
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、

お
お
よ
そ
二
割
か
ら
六
割
を
占

め
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
橙
色
と
灰
色
に
分
け
、
橙
色
で
「
手
帳
」
か
ら
の

「
異
同
あ
り
」
、
灰
色
で
「
異
同
な
し
」
を
示
す
。「
異
同
あ
り
」
と
「
異
同
な

し
」
が
そ
れ
ぞ
れ
占
め
る
割
合
に
注
目
す
る
と
、
大
部
分
で
異
同
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。 

こ
の
「
異
同
あ
り
」
は
、「
手
帳
よ
り
」
の
中
で
行
わ
れ
た
「
増
訂
」
の
所
産

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
灰
色
の
「
異
同
な
し
」
に
つ

い
て
考
え
る
と
、「
異
同
な
し
」
は
「
手
帳
」
の
項
目
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
た
と

解
釈
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
異
同
あ
り
」
と
同
様
に
、「
手
帳
」
を
「
直
接
原

稿
（
稿
者
注
、
こ
の
場
合
は
手
帳
の
原
資
料
）
に
基
い
て
校
合
」

（

16

）

し
、
訂
正
す

32 48

91

54

83 97 49
23

47
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32

9

35
39 22

18

9 8
25

4
20

39 21 15
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100%

一 二 三 四 五 六 七 八

【図一】

「手帳」を基準とする「手帳より」の収録状況

減少 異同あり 異同なし
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る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
「
異
同
な
し
」
と
な
っ
た
、
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、〈
普
及
版
全
集
〉
内
容
見
本
の
「
編
纂
・
校
正
上

に
も
前
回
の
全
集
に
よ
り
一
層
の
厳
密
正
確
を
加
へ
た
」

（

17

）

と
い
う
記
述
は
、
決

し
て
誇
大
広
告
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。 

〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
が
「
増
訂
普
及
版
」

（

18

）

に
値
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
青
色
で
表
し
た
「
減
少
」、
な
い
し
「
手
帳
よ
り
」
か
ら
除
外
さ
れ
た
「
手

帳
六
・
七
・
十
一
」
の
意
義
も
、
問
い
直
す
余
地
が
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
、

直
筆
資
料
を
「
増
訂
」
し
た
と
主
張
し
て
い
な
が
ら
、
か
え
っ
て
収
録
内
容
が

減
少
し
て
い
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
「
増
訂
」
し
た
と
い
う
翻
刻

が
大
幅
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
編
纂
者
な
ど
が

「
増
訂
」
の
精
度
を
疑
問
視
し
た
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
当

に
こ
の
よ
う
な
事
情
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

一
端
を
示
し
て
く
れ
た
の
は
、
前
掲
『
図
版
２
』
に
収
録
さ
れ
た
「
支
那
游
記

ノ
ー
ト
」
で
あ
る
。 

 

三 

堀
辰
雄
の
努
力 

 

石
割
透
は
「
支
那
游
記
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 

「
１
」
か
ら
「
５
」
ま
で
は
、

（

19

）

神
楽
坂
盛
文
堂
製
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

を
使
用
。『
芥
川
龍
之
介
資
料
目
録 

自
筆
草
稿
類
』
に
は
、「
堀
辰
雄
筆

写 

半
九
枚
」
と
あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
は
、
中
国
旅
行
の

際
の
、
折
々
の
メ
モ
で
あ
ろ
う
。「
１
」
は
、
旅
程
の
地
図
だ
が
、（
中
略
）

「
２
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
国
子
監
」
は
、（
中
略
）
北
京
の
国
子
監
を

見
学
し
た
時
の
メ
モ
か
。
芥
川
の
紀
行
文
で
は
、
と
り
わ
け
そ
こ
を
訪
れ

た
感
想
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
元
版
全
集
（
別
冊
）
の
『
手
帳
七
』
に
は
、

「
乾
隆
玉
座
。（
中
略
）
○
道
流
仰
鏡
（
咸
豊
帝
）
藍
ニ
金
。
・
・
・
・
」

な
ど
と
あ
る
。
が
、
こ
の
「
手
帳
七
」
に
は
、
図
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

「
３
」
は
、「
北
京
日
記
抄
」（
「
改
造
）マ

マ

一
九
二
五
・
六
）
の
「
一 

雍

和
宮
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
雍
和
宮
」
に
つ
い
て
の
メ
モ
。
元
版
全
集
な

ど
の
「
手
帳
七
」
の
、「
○
赤
壁
。
黄
瓦
。
緑
瓦
壁
（
半
分
）。
大
理
石
階
。

○
黄
、
赤
、
紫
の
ラ
マ
。
黄
色
の
帽
（b

ish
o

p

）。
○
惜
字
塔
（
青
銅
）
。」

と
あ
り
、
そ
の
他
の
記
述
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
４
」「
５
」「
６
」
は
、

同
じ
く
「
手
帳
六
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
７
」
は
、
堀
辰
雄
に
よ
っ
て

か
、
「
大
正
十
年
四
月
十
六
日
上
海
に
て
島
津
四
十
起
と
句
会
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
不
明
で
あ
る
。「
４
」

か
ら
「
７
」
の
、
活
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
理
由
は
、
全
集
編
集
時
に

お
け
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら

か
で
は
な
い
。
（
以
下
省
略
。

（

20

）

傍
線
稿
者
） 

 

右
の
解
説
が
書
か
れ
た
一
九
九
三
年
当
時
、
〈
元
版
全
集
〉
に
翻
刻
さ
れ
た

「
手
帳
六
・
七
」
の
原
資
料
は
ま
だ
藤
沢
市
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
お
ら
ず
、

原
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
不
明
点
に
つ
い
て
補
足
し
つ
つ
、
改
め
て
「
支
那

游
記
ノ
ー
ト
」
と
「
手
帳
六
・
七
」
と
の
関
係
、
並
び
に
〈
普
及
版
全
集
〉
に

お
け
る
「
手
帳
よ
り
」
の
編
纂
事
情
を
概
観
し
た
い
。 

引
用
に
戻
る
と
、
ま
ず
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
七
枚
中
、「
２
」
か
ら
「
６
」
ま

で
の
五
枚
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
五
枚
は
い
ず
れ
も
堀
辰
雄
が
〈
普
及
版
全
集
〉
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の
「
手
帳
よ
り
」
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
る
。「
支
那
游
記
ノ
ー
ト
」

は
元
々
〈
普
及
版
全
集
〉
の
も
う
一
人
の
編
纂
者
で
あ
る
葛
巻
義
敏
が
所
蔵
し

て
い
た
が
、
石
割
が
挙
げ
た
『
芥
川
龍
之
介
資
料
目
録 

自
筆
草
稿
類
』（
以
下
、

『
目
録
』）
の
著
者
で
あ
り
、
三
茶
書
房
主
・
故
岩
森
亀
一
に
資
料
の
所
有
権
が

移
っ
て
い
た
。
そ
の
岩
森
が
作
成
し
た
『
目
録
』
に
、「
堀
辰
雄
筆
写
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
証
と
な
る
。 

加
え
て
、
使
用
さ
れ
た
「
神
楽
坂
盛
文
堂
製
」
原
稿
用
紙
も
堀
と
判
断
す
る

手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る
。
同
原
稿
用
紙
は
、
前
掲
『
図
版
２
』
に
収
録
さ
れ

た
「
堀
辰
雄
筆
写
の
「
開
化
の
殺
人
附
記
」
な
ど
」
に
も
使
用
さ
れ
、「
堀
辰
雄

筆
写
」
の
注
記
が
二
箇
所
あ
る
。
こ
れ
は
「
普
及
版
全
集
（
第
九
巻
）
に
『「

マ

マ

開

化
の
殺
人
』
附
記
」
の
表
題
の
も
と
に
、
収
め
」
る
た
め
に
、「
堀
辰
雄
が
筆
写

し
た
も
の
」

（

21

）

と
さ
れ
て
い
る
。「
支
那
游
記
ノ
ー
ト
」
も
同
様
の
目
的
と
見
て
よ

か
ろ
う
。
よ
っ
て
、
堀
辰
雄
が
〈
元
版
全
集
〉
に
続
き
、〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手

帳
よ
り
」
も
翻
刻
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
「
支
那
游
記
ノ
ー
ト
」
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
石
割
が
す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
中
の
「
２
」「
３
」
は
「
手
帳
七
」
と
関
係

し
、「
４
」「
５
」「
６
」
は
「
手
帳
六
」
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま

え
た
上
で
「
手
帳
六
・
七
」
の
原
資
料
と
比
較
し
、
新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
を

左
に
記
す
。 

「
２
」「
３
」（
【
図
二
・
三
】。
山
梨
県
立
文
学
館
提
供
、
以
下
同
じ
）
は
〈
元

版
全
集
〉
の
中
で
省
略
さ
れ
た
図
を
、

（

22

）

「
手
帳
七
」
の
原
資
料
（
本
稿
六
六
頁
・

五
六
頁
）
に
基
づ
い
て
、
黒
イ
ン
ク
で
原
稿
用
紙
に
写
し
、
そ
れ
と
同
時
に
図

の
説
明
や
同
じ
頁
に
書
か
れ
た
メ
モ
な
ど
の
増
訂
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
堀

辰
雄
に
よ
る
地
名
の
説
明
（「
＊
〔
国
子
監
〕

（

23

）

」「
〔
雍
和
宮
〕」
）
や
補
足
（
「
＊

〔
北
京
ニ
テ
〕
」）
と
、
加
筆
し
た
「
第
二
」
の
見
出
し
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら

に
両
方
と
も
原
稿
用
紙
の
上
部
欄
外
に
、
確
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、
葛
巻
義

敏
か
岩
波
書
店
の
編
集
部
な
ど
の
他
筆
（
青
鉛
筆
）
に
よ
る
「
凸
版
挿
入
」
の

編
集
指
示
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堀
が
写
し
た
【
図
二
・
三
】
を
元
に
凸
版
を
製

版
し
、
で
き
る
限
り
忠
実
に
、
原
資
料
の
再
現
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。 

     

 

 

  

 

    

 

 

  

【図二】 【図三】 
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一
方
で
「
４
」「
５
」「
６
」（【
図
四
・
五
・
六
】）
は
、
印
刷
さ
れ
た
「
手
帳

六
」
の
本
文
を
も
と
に
、
以
下
の
よ
う
に
手
を
加
え
て
い
る
。 

① 
翻
刻
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
紙
を
、
行
・
単
語
レ
ベ
ル
で
切
り
取
る
。
た

だ
し
こ
の
時
は
、
堀
自
身
が
付
け
た
○
印
は
切
り
取
ら
な
い
。 

② 

必
要
に
応
じ
て
、
切
り
取
っ
た
紙
片
を
原
稿
用
紙
の
上
で
並
べ
替
え
、

改
行
の
位
置
を
調
整
し
て
か
ら
原
稿
用
紙
に
貼
り
付
け
る
。 

③ 

貼
り
付
け
た
紙
片
を
本
文
と
し
て
、
黒
イ
ン
ク
で
記
号
や
誤
植
な
ど

を
中
心
に
校
正
を
行
う
（
【
図
四
】
は
訂
正
な
し
）
。 

④ 

必
要
に
応
じ
て
、
黒
イ
ン
ク
で
説
明
（「
＊
〔
漢
口―

鄭
州―

洛
陽
〕」

「〔
義
井
舗
？
〕
」）
を
書
き
込
む
。 

 

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
原
稿
用
紙
の
左
上
欄
外
に
、
黒
イ
ン
ク
で
頁
番
号
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堀
に
よ
る
も
の
か
の
判
断
は
で
き
な
い
が
、
色

鉛
筆
に
よ
る
「
ツ
メ
ル
」
や
「
６
ポ
」
な
ど
の
編
集
指
示
も
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。 

     

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

             

堀
に
よ
る
改
行
や
記
号
の
訂
正
の
傾
向
、
並
び
に
亀
甲
括
弧
を
用
い
た
説

明
の
仕
方
は
、〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
に
見
ら
れ
る
異
同
の
傾
向
と

【図四】 

【図五】 【図六】 
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類
似
し
、【
図
四
・
五
・
六
】
の
い
ず
れ
も
そ
の
〈
入
稿
原
稿
〉
に
当
た
る
も
の

と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
原
稿
用
紙
左
上
の
頁
番
号
「

4.

」
「

24.

」
「

35.

」

は
、
少
な
く
と
も
三
五
頁
以
上
の
分
量
が
ま
と
め
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
う
え
、
前
稿
で
触
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、〈
普
及
版
全
集
〉
の

「
月
報
」
第
五
号
（
一
九
三
五
・
三
）
に
、
同
年
七
月
刊
行
の
第
九
巻
の
予
告

と
し
て
、「
手
帳
六
」
の
写
真
と
と
も
に
、「
手
帳―

支
那
旅
行
当
時―

（
第
九

巻
収
録
）」
と
示
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
三
月
の
時
点
で
、

「
手
帳
六
」
を
収
録
す
べ
く
、
堀
の
増
訂
作
業
は
着
々
と
進
ん
で
い
た
。 

し
か
し
〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
に
、〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
六
・

七
」
に
当
た
る
手
帳
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。【
図
二
】
か
ら
【
図
六
】
ま
で
の
よ
う
な
〈
入
稿
原
稿
〉
が
存
在
し
、

堀
の
手
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
他
筆
と
思
わ
れ
る
編
集
指
示
が
書
き

込
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
お
蔵
入
り
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

堀
が
清
書
し
た
原
稿
が
葛
巻
義
敏
（「
支
那
游
記
ノ
ー
ト
」
は
葛
巻
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
）
あ
る
い
は
岩
波
書
店
の
編
集
部
に
送
ら
れ
て
か
ら
の
経
緯

は
、
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
も
は
や
知
る
由
も
な
い
。

（

24

）

し
か
し
、
堀
と
堀

が
担
当
し
た
「
手
帳
よ
り
」
に
限
っ
て
言
え
ば
、
堀
は
増
訂
に
尽
力
し
、
現
在

活
字
と
し
て
確
認
で
き
る
「
手
帳
よ
り
」
以
上
に
、〈
入
稿
原
稿
〉
を
作
成
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
中
に
、
第
二
節
の
【
図
一
】
に
お
い
て
、

青
色
で
表
し
た
「
減
」
の
一
部
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
堀
が
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、【
図
四
・
五
・
六
】

に
貼
り
付
け
て
い
る
紙
片
の
正
体
の
手
掛
か
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
手
帳
六
」

の
原
資
料
の
頁
に
挟
ま
れ
て
い
た
活
字
の
紙
片
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
紙
片
に
つ

い
て
、
水
沢
不
二
夫
は
「
原
資
料
に
は
旧
版
全
集
を
切
り
取
っ
た
小
片
が
十
個

余
り
も
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
。
岩
波
書
店
、
或
い
は
、
旧
所
蔵
者
の
葛
巻
義
敏

氏
は
、
旧
版
全
集
刊
行
後
も
更
な
る
判
読
を
試
み
て
い
た
証
で
あ
ろ
う
」

（

25

）

と
指

摘
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
補
足
を
加
え
た
い
。 

現
在
確
認
で
き
た
紙
片
（
【
図
七
】〔
藤
沢
市
文
書
館
蔵
。
表
裏
、
た
だ
し
中

央
の
紙
片
の
み
、
左
右
の
紙
片
と
表
裏
が
逆
に
な
っ
て
い
る
〕
。
紙
片
の
一
例
、

三
個
一
組
）
は
、
合
計
一
二
個
あ
り
、
い
ず
れ
も
【
図
五
・
六
】
と
同
じ
形
で

切
り
取
り
、
原
稿
用
紙
に
貼
り
付
け
る
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

紙
片
は
両
面
で
印
字
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
面
に
は
文
字
や
文
が
途

中
で
切
ら
れ
た
傾
向
が
あ
り
、
使
用
す
る
面
と
原
稿
用
紙
に
貼
り
付
け
る
面
を

決
め
た
う
え
で
切
り
取
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
表
裏
の
文
字
列
の

構
成
は
、〈
元
版
全
集
〉
の
「
手
帳
六
」
と
一
致
し
て
お
り
、〈
元
版
全
集
〉
の

頁
か
ら
直
接
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

         

 

こ
れ
ら
の
紙
片
は
前
稿
で
述
べ
た
「
手
帳
六
」
の
修
補
に
際
し
て
、
挟
ま
れ

て
い
た
頁
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
個
別
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
に
封
入
さ
れ 【図七】表 【図七】裏 
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て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
挟
ま
れ
て
い
た
頁
の
確
認
は
困
難
で
あ
る
が
、

一
部
の
み
、
修
補
前
に
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
写
さ
れ
て
い
る
。

確
認
で
き
た
コ
マ
（
藤
沢
市
文
書
館
所
蔵ID

6
5

文
書
（
葛
巻
文
庫
）
。
資
料
番

号9
6

-1
2

-0
0

0
0

9
7

・9
8

・1
0

1

・1
0

2

。
う
ち
【
図
七
】
が
挟
ま
れ
て
い
た
見

開
き1

0
1

を
【
図
八
】
と
し
て
示
す
）

（

26

）

に
挟
ま
れ
た
紙
片
の
内
容
は
、
そ
れ
ら

を
挟
ん
だ
頁
に
記
さ
れ
た
内
容
と
一
部
重
な
り
、
紙
片
は
前
述
の
よ
う
な
意
図

を
も
っ
て
挟
ま
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
堀
が
〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
「
手
帳
六
」
の
増
訂
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
が
分
か
る
。

そ
の
す
べ
て
が
、
「
手
帳
よ
り
」
の
所
収
本
文
と
し
て
実
っ
た
と
は
い
え
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
丹
念
な
作
業
に
対
し
て
は
、
正
当
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

「
手
帳
七
」
の
翻
刻 

 

以
上
、
前
稿
で
整
理
し
た
「
手
帳
六
」（
及
び
「
手
帳
七
」）
の
翻
刻
史
、
と

り
わ
け
「
第
一
期
【
昭
和
初
期
】」
の
う
ち
の
〈
普
及
版
全
集
〉
に
収
録
さ
れ
た

「
手
帳
よ
り
」
の
実
態
を
詳
ら
か
に
し
た
。「
手
帳
六
・
七
」
は
「
手
帳
よ
り
」

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
堀
辰
雄
が
こ
れ
ら
の
清
書
稿
と
な
る
「
支
那
游
記

ノ
ー
ト
」
の
【
図
二
～
六
】
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
、
翻
刻
史
に
加
え
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
て
本
題
の
「
手
帳
七
」
に
戻
る
と
、
翻
刻
に

先
立
ち
、「
手
帳
七
」
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
た
い
。 

ま
ず
は
櫟
原
直
樹
「
葛
巻
文
庫
の
芥
川
龍
之
介
自
筆
資
料―

ノ
ー
ト
断
片
・

草
稿
断
片
・
手
帳―

」（
『
藤
沢
市
文
書
館
』
紀
要
二
一
、
一
九
九
八
・
三
）
か

ら
、「
手
帳
七
」
の
部
分
を
引
用
し
た
い
。 

 

年
代
、
発
行
元
不
明
。
表
紙
は
破
損
し
て
無
い
。
縦
一
二
四
ミ
リ
、
横

六
五
ミ
リ
、
横
罫
線
入
り
、
左
開
き
か
。
記
述
は
、
左
ペ
ー
ジ
か
ら
右
ペ

ー
ジ
の
順
に
鉛
筆
と
青
イ
ン
ク
を
使
用
。
本
文
一
一
二
ペ
ー
ジ
中
、
記
載

九
四
ペ
ー
ジ
。
手
帳
六
に
引
き
続
き
、
中
国
旅
行
の
際
と
推
定
さ
れ
る
メ

モ
が
並
ぶ
。
元
版
全
集
本
文
と
の
比
較
で
、
八
カ
所
の
省
略
が
あ
り
、
他

に
二
十
一
カ
所
に
見
学
寺
院
な
ど
の
図
示
が
し
て
あ
る
。
ま
た
、
元
版
全

集
本
文
最
終
部
分
の
「
一
籃
の
暑
さ
照
り
け
り
巴
旦
杏…

」
以
下
の
部
分

は
、
本
資
料
に
は
記
述
が
無
い
。（
写
真
の
引
用
は
省
略
） 

【図八】 
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「
手
帳
七
」
の
基
本
情
報
に
関
し
て
は
櫟
原
の
報
告
、
並
び
に
本
稿
の
翻
刻

に
譲
る
と
し
て
、「
本
文
一
一
二
ペ
ー
ジ
中
、
記
載
九
四
ペ
ー
ジ
」
と
さ
れ
て
い

た
頁
数
に
つ
い
て
、
私
見
を
加
え
た
い
。 

前
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
在
「
手
帳
七
」
の
原
資
料
は
「
手
帳
六
」
と

同
様
に
、
寄
贈
後
の
修
補
に
際
し
て
折
丁
が
解
体
さ
れ
、
中
の
頁
は
開
い
た
状

態
で
一
枚
ず
つ
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
の
頁
順
や
欠
損
頁
の

有
無
を
知
る
た
め
に
、
撮
影
・
印
刷
し
た
「
手
帳
七
」
の
資
料
写
真
を
折
丁
ご

と
に
組
み
直
し
、
出
来
上
が
っ
た
複
数
の
折
丁
を
順
番
通
り
に
重
ね
て
冊
子
状

に
戻
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
方
法
は
前
稿
に
譲
る
と
し
て
、
同
じ
工
程
を
経
て

組
み
直
し
た
「
手
帳
七
」
の
情
報
は
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
手
帳
七
」
は
六
つ
の
折
丁
を
重
ね
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
五
つ
の

折
丁
は
二
○
頁
分
で
、
左
開
き
し
た
時
に
上
か
ら
四
番
目
に
な
る
折
丁
の
み
が

一
六
頁
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
折
丁
に
四
頁
分
の
欠
損
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

本
来
「
手
帳
七
」
は
一
二
○
頁
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
欠
損
に
関
し
て

は
、
こ
の
ほ
か
に
一
番
目
の
折
丁
の
最
初
の
二
頁
分
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
前

稿
の
方
針
を
踏
襲
し
、
こ
れ
ら
を
白
紙
で
補
っ
た
う
え
、
左
開
き
に
合
わ
せ
て

左
か
ら
順
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。 

た
だ
し
、
四
番
目
の
折
丁
の
欠
損
頁
に
関
し
て
は
、〈
元
版
全
集
〉
の
翻
刻
や

手
帳
の
染
み
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
私
に
手
帳

の
内
容
に
よ
っ
て
判
断
し
、
欠
損
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
通
し
番
号
六
七
～
七
四

の
間
を
白
紙
で
補
っ
た
う
え
で
、
欠
損
し
た
四
頁
と
現
存
す
る
四
頁
に
仮
の
通

し
番
号
「
六
七
？
～
七
四
？
」
を
付
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
八
頁
分
の
実

際
の
順
番
は
、
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

翻
刻
に
関
し
て
は
、
前
稿
同
様
、
メ
モ
が
あ
る
頁
の
図
版
を
一
頁
ず
つ
に
分

割
し
て
掲
載
し
、
翻
刻
を
行
っ
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
略
注
を
施
し
た
。
ま

た
、〈
元
版
全
集
〉
の
翻
刻
を

引
用
し
、〈
現
行
版
全
集
〉
の

頁
番
号
を
併
記
す
る
こ
と

で
利
便
を
は
か
っ
た
。
翻
刻

の
構
成
は
、
下
図
（【
図
九
】。

前
稿
よ
り
再
掲
）
の
通
り
で

あ
る
。 

  

凡
例 

一
、 

底
本
に
は
、
稿
者
が
撮
影
し
た
藤
沢
市
文
書
館
所
蔵
の
「
手
帳
七
」
の
写

真
を
用
い
た
。
藤
沢
市
文
書
館
の
許
可
な
く
、
転
載
・
転
用
お
よ
び
複
写

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。 

一
、 

〈
元
版
全
集
〉
別
冊
に
よ
る
「
手
帳
七
」
の
翻
刻
を
併
記
し
、
〈
現
行
版

全
集
〉
第
二
三
巻
の
頁
番
号
も
記
し
た
。 

一
、 

〈
元
版
全
集
〉
に
収
録
の
な
い
箇
所
や
、
句
読
点
を
含
め
て
異
同
が
あ
る

箇
所
は
赤
字
で
示
し
、
そ
の
ほ
か
は
黒
字
で
示
し
た
。 

一
、 

底
本
に
は
全
頁
の
通
し
番
号
が
な
く
、
開
き
方
の
判
別
も
で
き
な
い
が
、

左
開
き
の
手
帳
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
左
開
き
の
最
初
の
頁
か
ら

順
に
私
に
頁
番
号
を
付
し
た
。 

一
、 

六
七
～
七
四
頁
の
間
に
欠
損
頁
が
あ
り
、
頁
順
が
特
定
で
き
な
い
た
め
に

仮
の
頁
番
号
「
六
七
？
～
七
四
？
」
を
付
し
た
。 

一
、 

改
行
・
挿
入
記
号
・
挿
絵
・
挿
絵
の
注
記
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
底
本
の

【図九】翻刻の構成 

（反転タイプあり） 
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ま
ま
翻
刻
し
た
。 

一
、 

底
本
で
旧
字
・
異
体
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
可
能
な
限
り
底
本
通

り
に
翻
刻
し
た
。
略
字
は
通
行
の
字
体
と
し
て
翻
刻
し
た
。
な
お
、
同
一

の
漢
字
の
字
体
の
差
異
に
関
し
て
は
、
〈
元
版
全
集
〉
と
の
異
同
に
計
上

し
て
い
な
い
。 

一
、 

翻
刻
に
際
し
、
判
読
で
き
な
い
部
分
は
「
□
」
で
示
し
た
。
判
読
で
き
ず
、

か
つ
文
字
数
も
不
明
の
箇
所
は
、「
［
約
一
行
不
明
］」
の
よ
う
に
示
し
た
。 

一
、 

存
疑
の
箇
所
は
網
か
け
で
表
し
た
。 
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黒
田
□
二 

□
□
三
徳 

3 

全
集
未
収
録 

 

 

□01 
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道
具
七
宝
多
し 

黃
色
の
帽
（ 

 

） 

黃
、
赤
、
紫
、
ノ
ラ
マ 

赤
壁
、
黃
瓦
、
綠
瓦
壁
（
半
分
） 

大
理
石
階 

 
 

 
 

 
 

 
 

尚
小
雲 

 
 

 
 

 
 

 
 

郝
壽
臣 

     

   

10 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

【
郝
壽
臣
、
尚
小
雲
】
波
多
野
乾
一
の
「
北
京
と
芥
川
龍
之

介
」（『
大
陸
』
改
造
社
、
一
九
四
〇
・
六
）
に
よ
る
と
、
芥

川
が
北
京
に
到
着
し
て
か
ら
、
「
北
京
選
り
抜
き
の
戯
迷
」

（
観
劇
狂
）
辻
聴
花
と
波
多
野
に
最
初
に
案
内
さ
れ
た
芝

居
は
「
い
づ
れ
聴
花
老
ひ
ゐ
き
の
女
形
尚
小
雲
か
、
私
の
好

き
な
郝
壽
臣
（
敵
役
）
か
の
芝
居
だ
つ
た
ら
う
」
と
い
う
。

な
お
、「
尚
小
雲
」
の
名
前
は
【「
北
京
日
記
抄
」
四 

蝴
蝶

夢
】
に
も
見
ら
れ
る
。 

○
赤
壁
。
黃
瓦
。
綠
瓦
壁
（
半
分
）
。
大
理
石
階
。
○

黃
、
赤
、
紫
の
ラ
マ
。
黃
色
の
帽
（b

ish
o

p

）。 

元版 p816/現行版 p377 

bishop 
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□
包
頭
蓋
骨
（
赤
紙
、
の 

 

を
つ
く 

 

） 
 

 
 
―

 

 
孔
雀
羽
毛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

蓮
華
□ 

 
 

 
 

 
 

羅
漢
（ 

 

）
釈
迦
の
脇
立
ニ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

腕
に
哈
噠
を
か
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蒙
古
に
て
は
一
ハ
タ
□
馬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
匹
に
換
ふ 

    

三
つ
な
ら
ぶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
切
経
入
り 

11 

○
惜
字
塔
（
靑
銅
）。 

前
掲
【
図
三
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

【
哈
噠
】
「
哈
」
に
見
え
る
が
「
嗒
」
の
誤
り
か
。
嗒
噠

〔K
atag

〕
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
に
お
い
て
改
ま
っ
た
場

面
で
贈
り
物
・
供
え
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
帯
状
の
布
。
芥

川
は
「
ハ
タ
」
と
音
読
み
し
て
い
る
が
、
現
在
は
「
カ
タ
」

「
カ
タ
ー
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 
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本□殿 

和合 

佛 

18 

eye 

4 or 5  

惜
字
塔 青

銅 

シヤカ 

□ラマ像 
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馬
に
人
皮
を
か
け
上
に
ま
た
が
る
人
頭
逆
に
垂 

象
首
の
女
を
ふ
む
も
の 

男 

男
に
対
す 

女
に
牛
臥
せ
る
あ
り 

上
に
男 

牛
皮
を
着
た
る
小 

手
に
幡
、
孔
雀
羽
、
独
鈷
戟 

男
□
数
手 

女
両
手 

人
頭
飾
（ 

 

） 

青
面
赤
髪
、
綠
皮
、
髑
髏
飾
、
火
焰
背 

和
合
佛
第
六
所
东
配
殿
、
繡
幔 

 

     

   

12 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

○
和
合
佛
第
六
所
東
配
殿
。
繡
幔
。
３
靑
面
赤
髮
。
綠

皮
。
髑
髏
飾
。
火
焰
背
。
男
數
手
。
女
兩
手
。
人
頭
飾

（
白
赤
）。
手
に
幡
。
孔
雀
羽
。
獨
鈷
戟
。
４
女
に
牛

臥
せ
る
あ
り
。
上
に
男
。
牛
皮
を
着
た
る
小
男
、
男
に

對
す
。
２
象
首
の
女
を
ふ
む
も
の
。
１
馬
に
人
皮
を
か

け
上
に
ま
た
が
る
。
人
頭
逆
に
垂 

元版 p816/現行版 p377 

3     4    2  1  

赤白 
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銅
鑼
、
太
鼓
、
赤 

 

金 

 
 

 
 

 

小
熊 

 
 

 
 

 

大
熊
（ 

 
 

） 

 
 

 
 

 
 

二
武
人
（
青
面
、
黒
毛
槍
） 

れ
舌
を
□
吐
し 

こ
の
神
、
口
に
小
人
を
啣
、 

13 

れ
舌
を
吐
し
こ
の
神
、
口
に
小
人
を
啣
。
○
大
熊
（
半

口
怪
物
）。
小
熊
。
二
武
人
（
靑
面
、
黑
毛
槍
）。
○
銅

鑼
。
太
鼓
。
赤
、
金 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

 

元版 p816/現行版 p377 

1 2 3 4 ⑤ 

半
口 

怪
物 

C［約一行不明］ 

［約一行不明］ 
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寄
贈
す
。 

北
清
事
変
の
後
本
願
寺
大
藏
経
を 

繡
佛
の
後
に
五
百
羅
漢
あ
り
。 

壁
画
の
下
に
山
の
如
き
経
文
あ
り 

貝
二
つ 

正
面
に
繡
佛 

前
に
白
の
法
螺 

光
背
ニ
鏡
を
は
め
た
小
像
（
金
面
） 

蒲
團 

中
央
に
供
米
（ 

 

□
鯉 

波
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

法
輪
殿 

両
側
ラ
マ
席 

黃
綠
の 

     

   

14 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

○
法
輪
殿
。
兩
側
ラ
マ
席
。
黃
綠
の
蒲
團
。
中
央
に
供

米
。（b

o
y 

鯉
、
波
）
光
背
ニ
鏡
を
は
め
た
小
像
（
金

面
）
。
正
面
に
繡
佛
。
前
に
白
い
法
螺
貝
二
つ
。
壁
畫

の
下
に
山
の
如
き
經
文
あ
り
。
繡
佛
の
後
に
五
百
羅
漢

あ
り
。
北
淸
事
變
の
後
本
願
寺
大
藏
經
を
寄
贈
す
。 

元版 p816/現行版 p377 

第
十
四
所 

西
配
殿 

第
六
處 

东
配
殿 

第七處法輪殿 

boy 
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に
佛
あ
り
前
に 

 

立
つ 

石
お 
た
た
み
中 

キ
フ
佛 

日
本
陸
軍 

 
 

 
 

門 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

門 
 

 
 

第

14

所 

照
佛
殿
（
地
獄
極
楽
図
ア
リ
）
西
配
殿
。 

15 

○
照
佛
殿
。
（
地
獄
極
樂
圖
ア
リ
）
○
第
十
四
所
西
配

殿
。
十
處
綏
成
殿
。
九
處
萬
福
殿
（
三
階
）。
第
八
照

佛
殿
。
第
七
處
法
輪
殿
。
第
六
所
東
配
殿
。
五
永
祐
殿
。

雍
和
宮
。
ラ
マ
說
碑
。
寧
阿
殿
（
ラ
マ
ラ
ツ
パ
を
ふ
く
）
。

天
王
殿
。（
布
袋
（
金
）。
現
妙
明
心
。
乾
隆
。
御
碑
。

石
獅
。
槐
。） 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

 

元版 p816/現行版 p377 

十處綏成殿、 

九處万福閣（3 階）  

第七處法輪殿  

五永祐殿 

 雍和宮、 

ラマ説碑 

 天王殿 

楼
、 

照
佛 

第
八 

東
配
殿 

第
６
所 

ラ
マ
ラ
ツ
パ
を
ふ
く 

寧
阿
殿 

布
袋
（
金
） 

現
妙
明
心 

乾
隆 

御
碑 

石獅 

槐
□ 
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云
ふ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

首
を
切
ら
る
と 

 

綏
成
殿 

、
壁
に
千
佛
、
一
二
佛
、
賣
不
賣 

 

海
老
、
波
、
岩
、
陶
佛
大
一
小
二
、 

 

背
後
南
海
佛
陀
、
龍
、
龍
面
人
、
鬼
、
鷗 

鯉 

 

を
か
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
リ 

 

噠
を
か
く
、
両
側
に
珊
瑚
樹
（
木
製
） 

 
 

 
 

嗒
噠 

 
 

 
 

 

ウ
ン
ナ
ン
来 

七 

、 

 

万
福
、 

大
柟
檀
木
、 

□
丈
片
手
に
（
右
）
嗒 

 

     

   

16 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

○
萬
福
。
大
栴
檀
木
（
ウ
ン
ナ
ン
來
）、
七
丈
。
片
手

に
（
右
）
嗒
噠
を
か
く
。
兩
側
に
珊
瑚
樹
（
木
製
）
あ

り
。
嗒
噠
を
か
く
。
○
背
後
南
海
佛
陀
。
龍
。
龍
面
人
。

鬼
。
鷗
。
鯉
。
海
老
。
波
。
岩
。
陶
佛
大
一
小
二
。 

○
綏
成
殿
。
壁
に
千
佛
。
三
佛
、
賣
不
賣
、
首
を
切
ら

る
と
云
ふ
。 

元版 p816～817/現行版 p377 
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赤
壁
）
木
像
に
衣
を
つ
く 

 

〈
式 

赤
舌
あ
り
（
左
）、 

関
帝
殿
（
途
中
、
石
敷
、
コ
ブ
シ
の
大
葉 

と
云
ふ 

あ
け
る
て
か
ら
、
指
爪
が
あ
る
と
云
ふ
、 

坊
主 

幕
を
と
る
に
い
く
ら
か
く
れ
と
云
ふ 

和
合
佛
で
な
い 

人
頭
飾
、
手
に
手
、
足
、
首
、
弓
、
鉞 

右
足
鳥
、
人
を
ふ
み
左
足
、
獸
、
人
を
ふ
む 

□ 

万
福
閣
手
前
の
楼
上
、
馬
面
多
頭
の
怪
物 

黃
面
、
白
面
、
青
面
、
赤
面
、 

17 

萬
福
殿
手
前
の
樓
上
。
馬
面
多
頭
の
怪
物
（
黃
面
、
白

面
、
靑
面
、
赤
面
）。
右
足
鳥
、
人
を
ふ
み
左
足
、
獸

人
を
ふ
む
。
人
頭
飾
。
手
に
手
、
足
、
首
、
弓
、
鉞
。

坊
主
幕
を
と
る
に
い
く
ら
か
く
れ
と
云
ふ
。
和
合
佛
で

な
い
と
云
ふ
。
あ
け
て
か
ら
、
指
爪
が
あ
る
と
云
ふ
。

○
關
帝
殿
。（
途
中
、
石
敷
、
コ
ブ
シ
の
大
葉
、
赤
壁
）

木
像
に
衣
を
つ
くm

o
g
o

l 

式
。
赤
舌
あ
り
（
左
）。 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 
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mogol 
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黃
瓦 

赤
壁
、
白
石
階 

あ
り 

支
那
人
教
ふ
。 

大
理
石
段
、
欄
も
然
り
。
碑
に
李
鴻
章
の
物 

大
成
門
、
赤
、
青
綠
金
天
井
、
両
側
、
石
鼓
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藏
に
至
る
。（
佛
□
五
万
） 

へ
至
る
）
一
年
に
一
万
二
三
千
元
賣
れ
る
。
蒙
古
西 

永
豊
号

or

40

人 

永
豊
号
最
も
よ
し
、（
恒
豊
号 

□
ラ
マ
画
師
、
西
藏
よ
り
来
る
、（
元
明
）
七
軒
。

30

 

     

   

18 

【「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】
〔
雍
和
宮
〕 

〔
文
廟
（
孔
子
廟
）〕 

○
ラ
マ
畫
師
、
西
藏
よ
り
來
る
。（
元
明
）
七
軒
。3

0
 

o
r 4

0

人
。
永
豐
號
最
も
よ
し
。（
恒
豐
號
へ
至
る
。）

一
年
に
一
萬
二
三
千
元
賣
れ
る
。
蒙
古
西
藏
に
至
る

（
佛
□
五
萬
）
。 

○
大
成
門
。
赤
。
靑
綠
金
天
井
。
兩
側
、
石
鼓
あ
り
。

大
理
石
段
。
欄
も
然
り
。
碑
に
李
鴻
章
の
物
あ
り
。
支

那
人
教
ふ
。
黃
瓦
。
赤
壁
。
白
石
階
。 
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19 

全
集
未
収
録 

〔
文
廟
（
孔
子
廟
）〕 

 

大成殿、 

大成門 

門 

先
儒 

 

72

 

先
賢 

 

72

 

碑 

柏 

石
鼓 

□□ 
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1

 

2

 
 

2

 

 
 

青
銅
鼎
、
燭
架
、
花
瓶
（
大
理
石
台
） 

梁
、
天
井
、
金
綠
、 

 
 

床
に
棕
櫚
氈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

左 
 

 

聖 

 
 

子
神
位
（
朱
へ
金
） 

右
右
に
四
賢
、 

 
 

（
□
梁
朱
、）
（
祀
壇
、
朱
） 

至
聖
先
師
孔 

 
 

同
洽
大
道
（
黎
元
洪
） 

黒
へ
金 

     

   

20 

〔
文
廟
（
孔
子
廟
）〕 

【
同
洽
大
道
（
黎
元
洪
）
】
大
成
殿
内
正
面
中
央
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
扁
額
。
黎
元
洪
書
。
正
確
に
は
「
道
洽
大
同
」。 

○
大
成
殿
。
同
洽
大
道
（
黎
元
洪
）
黑
へ
金
。（
柱
朱
）

（
□
壇
、
朱
）
至
聖
先
師
孔
子
神
位
（
朱
へ
金
）
。
左

右
に
四
聖
賢
〔
亞
孟
子
、
宗
曾
子
、
復
顏
子
、
述
聖
孔

子
（
子
思
）〕。
床
に
棕
櫚
氈
。
梁
、
天
井
、
金
綠
。
靑

銅
鼎
１
。
燭
架
２
。
花
瓶
２
。
（
大
理
石
臺
）。 

元版 p817/現行版 p378 

大成殿 

（
子
思
） 

述
聖
孔
子 

復
〃
顏
子 

宗
〃
曽
子 

亞
〃
孟
子 

柱） 
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□
流
仰
□
鏡
（
咸
豊
帝
）
藍
ニ
金 

 
 

時 
 

大
理
石
欄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

石
□
計 

 

辟
雍 

 
 

誦
詠
聖
涯
（
黒
ニ
金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
光
帝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤 

丹
壁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
𫞏
教
沢
（
大
理
石
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
綠
黃
瓦
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
大
理
石 

康
熈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
御
碑
亭 

大
□
学 

十
三
経 

 

乾
隆
玉
座 

石
刻 

 

石
刻 

 
 

雅
涌
於
楽 

黒
ニ
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
筆 

21 

○
乾
隆
玉
座
。
雅
誦
於
樂
（
御
筆
）
黑
ニ
金
。
○
道
流

仰
鏡
（
咸
豐
帝
）
藍
ニ
金
。
○
誦
詠
聖
涯
（
蓮
光
亭
）

黑
ニ
金
。
○
國
橋
教
澤
（
大
理
石
）
丹
壁
。
○
御
碑
亭

（
白
大
理
石
、
綠
黃
瓦
）。
○
辟
雍
、
大
理
石
欄
。
○

康
熈
大
學
石
刻
。
○
十
三
經
石
刻
。
○
石
時
計
。 

前
掲
【
図
二
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

〔
国
子
監
〕 

【
雅
涌
於
楽
】
辟
雍
殿
内
正
面
（
北
）
の
扁
額
。
正
確
に
は

「
雅
𣹢
於
楽
」
。 

【
誦
詠
聖
涯
】
同
（
南
）
扁
額
。
正
確
に
は
「
𣹢
泳
聖
涯
」
。 

【
□
流
仰
□
鏡
】
同
（
東
）
扁
額
「
萬
流
仰
鏡
」。 

【
国
𫞏
教
沢
】
正
門
（
黒
い
門
）
と
辟
雍
殿
と
の
間
に
あ
る

牌
楼
に
彫
ら
れ
た
文
字
。
正
確
に
は
「
圜
𫞎
教
澤
」。 

元版 p817/現行版 p378 

門黒 
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劉
崧
（
明
）、
壁
桃
色
。 

右
ニ
碑
、
衣
帯
ノ
賛
を
上
書
せ
し
文
公
像
、 

陶
香
爐
、
一 

鐵
香
炉
一
、
埃
満
堂
、 

丞
相
信
国
公
文
公
之
神
位
、
陶
燭
台
、
２ 

古
誼
忠
肝
、
の
額 

文
天
祥
像 

朱
と
金
、
宋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

槐
二
三
、 

木
、
柏
の
み
、 

□
朱
、
黃
瓦
、
緑
藍
彫 

      

   

22 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
文
天
祥
祠
〕 

○
木
、
柏
の
み
。
槐
二
三
。
朱
、
黃
瓦
、
綠
藍
彫
。 

○
古
誼
忠
肝
の
額
。
文
天
祥
像
。
朱
と
金
。
宋
丞
相
信

國
公
文
公
之
神
位
。
陶
燭
臺
２
。
陶
香
爐
一
。
鐵
香
爐

一
。
埃
滿
堂
。 

○
右
ニ
碑
。
衣
帶
ノ
賛
を
上
書
せ
し
文
公
像
。
○
劉
崧

（
明
）
。
壁
桃
色
。 
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棗 
右
に
大
槐
あ
り 

前
は
小
学
教
室
（ 

 

） 

外
、
万
古
綱
常
。
朱
柱
、
青
綠
、
金
な
り 

厨
子
内
の
壁
に
龍
雲
を
描
く 

   

牌
楼 

 

学
校 

 
 

 
 

 
 

第 
 

 
 

 
 

（
黒
ヘ
金
） 

府
学
胡
同 

育
賢
坊
、
十
八
国
民
高
等
小 

京
師
府
立 

23 

○
府
學
胡
同
育
監
坊
。
京
師
府
立
第
十
八
國
民
高
等
小

學
校
。
○
厨
子
内
の
壁
に
雲
龍
を
描
く
。
外
、
萬
古
綱

常
、
朱
柱
、
靑
綠
、
金
な
り
。
右
に
大
棗
あ
り
。
前
は

小
學
教
室
（g

re
y

） 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
文
天
祥
祠
〕 
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grey 

門
 

相
祠 

文
丞 

18 

小学 
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鐘
庫
胡
同 

 
 

 
 

隊 

陸
軍
部
衞
兵
營
本
部 

丞
相
楡
（
大
） 

書
、）
二
石
は
め
こ
み
あ
り
。 

十
八
年
、）
（
重
修
碑
記 

道
光
四
年
彭
邦
疇 

右
の
墻
、（
宋
劉
岳
申
撰
の
文
公
傳 

嘉
靖
二 

     

   

24 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
文
天
祥
祠
〕 

○
右
の
墻
（
宋
劉
岳
申
撰
の
文
公
傳
嘉
靖
二
十
八
年
）

（
重
修
碑
記
道
元
四
年
彭
邦
疇
書
）
ニ
石
は
め
こ
み
あ

り
。
○
丞
相
楡
（
大
）
。 

○
陸
軍
部
衞
隊
營
本
部
。
○
鐘
庫
胡
口
。 
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鐘
周
土
瓦
堆
積
す
。 

棗 
 

遊
ぶ
、
犬
二
三
匹
、
永
楽
五
鐘
一 

 
 

 

周
囲 

 
 

 

つ
き
当
り
に
門
、
子
供
た
ち 

 

楡 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
□ 

 
 

大
楡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

敬
惜
字
紙
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

木
箱
□
い
、
な
り 

槐 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

共
同
便
所 

 
 

 
 

 
 

 

教 

25 

○
大
明
永
樂
年
鑄
。
共
同
便
所
。
周
圍g

rey h
o

u
ses. 

つ
き
當
り
に
門
。
子
供
た
ち
遊
ぶ
。
犬
二
三
匹
。
永
樂

五
鐘
一
。
鐘
周
土
瓦
堆
積
す
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
三 

十
刹
海
】
〔
永
楽
大
鐘
〕 

【
敬
惜
字
紙
】
文
字
を
書
い
た
紙
を
粗
末
に
せ
ず
、「
敬
惜

字
紙
」
な
ど
と
書
か
れ
た
箱
や
籠
に
入
れ
、
本
稿
五
六
頁
の

「
惜
字
塔
」（
【
「
北
京
日
記
抄
」
一 

雍
和
宮
】）
と
い
っ
た

よ
う
な
特
定
の
場
所
で
ま
と
め
て
焼
却
す
る
習
俗
。 
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は
新
聞
社
へ
と
り
に
行
く
。 

一
時 

お
そ
き
は
二
時 

日
本
人
の
急
ぐ
も
の 

（
車
を
引
け
ば
走
れ
る
）
故
に
新
聞
は
十
時
十 

達
は
走
る
を
得
ず
（
騒
動
を
生
ず
る
を
恐
る
） 

北
京
新
聞
は
多
き
時

50

に
余
る
。
こ
れ
ら
の
配 

逆
に
よ
む 

白
話
報
は
二
人
に
て
よ
む
為
両
方
よ
り 

茶
館
へ
新
聞
を
持
ち
廻
る
は
借
す
な
り 

よ
む
も
の
は
三
十
㦮
但
紙
共
な
り 

 
 

新
聞 

一
月
六
十
㦮
は
よ
ん
で
返
し 

一
日
遅
れ
に 

     

   

26 

 

○
新
聞
。
一
月
六
十
錢
は
よ
ん
で
返
し
一
日
遲
れ
に
よ

む
も
の
は
三
十
錢
但
紙
共
な
り
。（
五
百
部
新
聞
の
タ

ゼ
イ
に
よ
ま
る
所
以
）
茶
館
へ
新
聞
を
持
ち
𢌞
る
は
借

す
な
り
。
白
話
報
は
二
人
に
て
よ
む
爲
兩
方
よ
り
逆
に

よ
む
。
北
京
新
聞
は
多
き
時5

0

に
餘
る
。
こ
れ
ら
の

配
達
は
走
る
を
得
ず
。（
騷
動
を
生
ず
る
を
恐
る
。）（
車

を
引
け
ば
走
れ
る
。）
故
に
新
聞
は
十
時
、
十
一
時
お

そ
き
は
二
時
。
日
本
人
の
急
ぐ
も
の
は
新
聞
社
へ
と
り

に
行
く
。 
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る
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も
の
あ
り
、 

左
側
通
行
を
令
す
る
巡
査 

柳
と
人
家
に
あ
り
。
人
力
車 

馿
に
の
り
て
す
ぐ
る 

步
く 

支
那
の
ハ
イ
カ
ラ
、 

杏
賣
り
、
斜
日
向
う
□
の 

右
手
を
垂
直
ニ
下
グ 

め
腰
を
か
が
め
ず 
（
ロ
チ
を
思
ふ
、
）
道
士
と
巡
兵
士
と 

拆
字
、
□
丹
賣
り
、
旗
人
の
妻
（
礼
は
膝
を
か
が 

葺
、
覗
き
眼
鏡
、
見
せ
物
、（
は
り
ね
づ
み
、
大
蝙
蝠
）、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
布
の
テ
エ
ブ
ル 

十
刹
海 

岸
は
柳
、
楡
、 

茶
館
は
ア
ン
ペ
ラ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
女
は
夫
婦
も
別
席 

27 

○
十
刹
海
。
岸
は
柳
、
楡
。
茶
館
は
ア
ン
ペ
ラ
葺
（
白

布
の
テ
エ
ブ
ル
、
男
女
は
夫
婦
も
別
席
）。
覗
き
眼
鏡
。

見
せ
物
。（
は
り
ね
ず
み
、
大
蝙
蝠
）
折
字
、
人
丹
賣

り
。
旗
人
の
妻
（
禮
は
膝
を
か
が
め
腰
を
か
が
め
ず
、

右
手
を
垂
直
ニ
下
グ
。
）（
ロ
チ
を
思
ふ
。
）
道
士
と
兵

士
と
步
く
。
支
那
の
ハ
イ
カ
ラ
。
杏
賣
り
。
斜
日
向
う

の
柳
と
人
家
に
あ
り
。
人
力
車
。
驢
に
の
り
て
す
ぐ
る

も
の
あ
り
。
左
側
通
行
を
令
す
る
巡
査
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
三 

十
刹
海
】
〔
十
刹
海
〕 

元版 p818/現行版 p379 
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蓮
池 

鵞
、
パ
イ
ロ
ウ
（
堆
雲
）
牌
楼
（
積
翠
。） 

北
海 

蓮
を
と
る
。
燕
、
北
海 

團
城 

玉
蝀
𫞏 

左
折 

交
番 

泰
山
石
敢
当 

蓮
濠 

男 

訳
学
館 

北
京
大
学
第
三
院 

柳 

河 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

開
か
ず 

弾
壓
署
、（
巡
査
が
と
り
し
ま
る
所
） 

茶
館
に
万
国
旗
、
田
に
鵲
、
蓮
花
未 

     

   

28 

【「
北
京
日
記
抄
」
三 

十
刹
海
】
〔
十
刹
海
〕 

〔
訳
学
館 

北
京
大
学
第
三
院
（
北
河
沿
）〕 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
北
海
〕 

茶
館
に
萬
國
旗
。
田
に
鵲
。
蓮
花
未
開
か
ず
。
彈
壓
署
。

（
巡
査
が
と
り
し
ま
る
所
）。 

○
諷
學
館
。
北
京
大
學
第
三
院
。
柳
。
河
。
左
折
。
交

番
。
泰
山
石
敢
當
。
蓮
濠
。
男
蓮
を
と
る
。
燕
。
北
海
。

團
城
。
牌
樓
（
積
翠
）
。
玉
蝀
橋
。
蓮
池
。
鵞
。
パ
イ

ロ
ウ
。
（
堆
雲
） 

元版 p818/現行版 p379～380 
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ラ
マ
佛
□ 

 
 

 
 

 
 

三
ダ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瓦
製 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
窟 

 
 

 
 

 
 

 
 

壁 
 

 
 

 
 

 

聖
果
殿 

 
 

 
 

 
 

亭
（
乾
隆
□
） 

 
 

 
 

 
 

 

ラ
マ 

 

石
□ 

 
 

 
 

 
 

石
タ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

善
因
殿 

イ 
 

 

宗
境
殿 

 
 

 

パ
イ
ロ
ウ 

塔
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍
光 

四
面
記 

 
 

 
 

 

群
青
に
金 

窓
緣
白
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

永
安
寺
（
赤
壁
、
金
碧
。 

額
は 

29 

○
永
安
寺
。
（
赤
壁
、
金
碧
、
額
は
群
靑
に
金
、
窓
緣

白
） 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
永
安
寺
〕 

 

元版 p819/現行版 p380 

殿安普 

白塔 

殿覚正 

石ダン 



75 

は
曇
る 

燕
盛
に
と
ぶ 

塔
下
白
松
美
し 

分
す
る
壁
、
更
に
左
に
天
寧
寺
の
塔 

西
山 

無
線
電
信
柱
。
右
に
中
海
、
大
理
石
𫞏
を
二 

（
遠
く
天
壇
の
楼
） 

眺
望
は
左
に
宮
城
の
黃
瓦 

ア
メ
リ
カ
の 

銅
の
ラ
マ
佛
（ 

 

）
を
ま
つ
る 

 

黃
、
綠
、
藍
、
紫 

ラ
マ
塔
、
□
彩
の
瓦 

壁
に
小
佛
。
塔
内
青 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瓊
華
山 

白
塔
山 

     

   

30 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
永
安
寺
〕 

○
瓊
華
山
。
白
塔
山
。 

○
善
因
殿
。
五
彩
の
瓦
（
黃
、
綠
、
藍
、
紫
）。
壁
に

小
佛
。
塔
内
靑
銅
の
ラ
マ
佛
（an

g
ry

）
を
ま
つ
る
、

眺
望
は
左
に
宮
城
の
黃
瓦
（
遠
く
天
壇
の
樓
）、
ア
メ

リ
カ
の
無
線
電
信
柱
。
右
に
中
海
、
大
理
石
橋
を
二
分

す
る
壁
。
更
に
左
に
天
寧
寺
の
塔
。
西
山
は
曇
る
。
燕

盛
に
と
ぶ
。
塔
下
白
松
美
し
。 
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―

護
城
河―
通
惠
河―

白
河 

□
玉
泉
山
天
下
第
一
泉―

崑
明
湖―

三
海 

ほ
り
し
も
炭
な
し 

祖
）
北
清
事
変
の
時
景
山
を 

池
（
三
池
）
に
水
を
貯
ふ
（
元
の
世 

景
山
に
石
炭
を
貯
へ
、
太
液 

殿
塔
は
消
防
隊
瞭
望
台
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

景
山 

31 

殿
は
消
防
隊
瞭
望
臺
な
り
。
景
山
に
石
炭
を
貯
へ
、
大

液
池
（
三
池
）
に
水
を
貯
ふ
。
（
元
の
世
祖
）
北
淸
事

變
の
時
景
山
を
ほ
り
し
も
炭
な
し
。
○
水
の
流
れ
方
、

―

玉
泉
山
天
下
第
一
泉―

崑
明
湖―

三
海

―

護
城
河―

通
惠
河―

白
河
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
永
安
寺
〕 
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楼
の
額 

□
楼
下
、
湖
天
浮
玉
の
額 

水
に
臨
む
大
理
石
ラ
ン 

楼
上
碧
照 

壇
先
蠶
壇
の
赤
壁
、 

北
海
、
藻
、
蓮
、
菖
蒲
、
右
に
先
農 

す
為
か
（
中
の
氏
説
）
戲
台
、 

う
て
亭
、
階
急 

天
子
女
を
怕
れ
さ 

塔
外
、
北
海
を
見
る
、
洞
穴
、
□
山
に
沿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
仙
趣
味 

     

   

32 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
永
安
寺
〕
、〔
北
海
〕 

○
塔
外
、
北
海
を
見
る
。
洞
穴
（
神
仙
趣
味
）。
山
に

沿
う
て
亭
。
階
急
。
天
子
女
を
怕
れ
さ
す
爲
か
。
（
中

の
氏
說
）
戲
臺
。
○
北
海
。
藻
。
蓮
。
菖
蒲
。
右
に
先

農
壇
、
先
蠶
壇
の
赤
壁
。
水
に
臨
む
大
理
石
ラ
ン
。
樓

上
碧
照
樓
の
額
。
樓
下
湖
天
浮
玉
の
額
。 
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碑 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倚
晴
楼 

  

白
壁
、
柳
、 

 
 

 
 

 
 

北
海 

瓊
島
春
陰
（
乾
隆
）
の
碑
、
右
、
桧
柏
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

燕
飛
、 

柳
槐
間 

黃
瓦
赤
壁
綠
瓦
。
曇
天 

33 

柳
槐
間
黃
瓦
赤
壁
綠
瓦
。
曇
天
燕
飛
。
○
瓊
島
春
陰
（
乾

隆
）
の
碑
。
右
、
檜
柏
。
白
壁
。
柳
。
倚
晴
樓
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
北
海
〕 
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斉
宮
は
赤
壁
、
綠
瓦 

斉
宮
の
１
門―

大
理
石
𫞎―

２
門 

天
壇
大
理
石
𫞏―

𫞏
下
一
面
の
芦
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芦
山
動
き
出
す 

実
は
一
輪
輪
车
。 

      

   

34 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
壇
〕 

○
芦
山
動
き
出
す
。
實
は
一
輪
車
。 

○
天
壇
。
大
理
石
橋―

橋
下
一
面
の
芦
。
齋
宮
の
１

門―

大
理
石
橋―

２
門
齋
宮
は
赤
壁
、
綠
瓦
。 
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大
理
石
の 

 
 

 

古
柏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

時
辰
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

碑
、 

 
 

 
 

 
 

は
金 

槐
の
上
宮
は
う
す
雲 

 

門 

門 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

門 
 

云
へ
ぬ
紺
色
な
り
。
楡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朱
柱 

年
殿
を
見
る 

何
と
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
梁 

ノ
門
を
出
る
と
祈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

門 

槐
の
大
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鐡
の
手
水 

35 

門
、
槐
の
大
木
。
１
門
を
出
る
と
祈
年
殿
を
見
る
。
何

と
も
云
へ
ぬ
紺
色
な
り
。
楡
槐
の
上
宮
は
う
す
雲
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
壇
〕 
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石
欄
を
め
ぐ
ら
す 

 

円
丘 

 

天
壇
は
三
疊
、
一
疊
毎
に
大
理 

 
 

 
 

 

壁
方
形
、
内
は
円
形 

 
 

 
 

 

内
外
壁
共
華
表
あ
り 

外
は 

石
道 

草 

□
□
用
の
鐵
桶 

瓦 

ハ
一
種
特
色
の
エ
ナ
□
メ
ル
藍
（
ル
リ
） 

円
邱 

 

大
理
石
の
華
表 

朱
扉
朱
壁 

桧
林 

 
 

芦
皆
片
葉
、
蓬
多
し
。 

     

   

36 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
壇
〕 

○
圓
邱
。
檜
林
。
芦
皆
片
葉
。
蓬
多
し
。
大
理
石
の
華

表
、
朱
扉
朱
壁
。
瓦
ハ
一
種
特
色
の
エ
ナ
メ
ル
藍
（
ル

リ
）
。
石
道
。
草
。
□
用
の
鐵
柵
。
内
外
壁
共
華
表
あ

り
。
外
は
壁
方
形
、
内
は
圓
形
。
天
壇
は
三
疊
。
一
疊

毎
に
大
理
石
欄
を
め
ぐ
ら
す
。 

元版 p819/現行版 p380 
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金
□ 

褐
色
、
ル
リ
色
の
瓦
、
頂
上 

天
声
閣
と
云
ふ
）
金
碧
、 

ば
五
声
響
く
（
反
声
境
、
□ 

石
階
の
下
、
右
辺
に
立
ち
て
叫
べ 

皇
穹
宇―

両
廡―
宇
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皇
穹 

 
 

大
蟻 

犬
の
糞 

37 

大
蟻
。
犬
の
糞
。 

○
皇
穹
宇―

兩
廡―

宇
の
石
階
の
下
、
右
邊
に
立

ち
て
叫
べ
ば
五
聲
響
く
。（
反
聲
境
、
天
聲
閣
と
云
ふ
）

金
碧
。
褐
色
。
ル
リ
色
の
瓦
。
頂
上
金
□
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
壇
〕 
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燈 杆 

燎 炉 

sacred 

groundse 



83 

（
神
殿
） 

も
の
、 

 
 

 
 

 
 

 
の 

皇
乾
殿 

 

上
に
金
の
龍
を
彫
つ
た
屏
風
や
う
な 

天
井
は
金
碧 

大
理
石
の
壇 

疊
円
盤 

柱
は
朱
と
金
唐
草 

祈
年
殿 

 

祈
年
門
、
大
理
石
の
欄
あ
る
三 

     

   

38 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
壇
〕 

○
祈
年
殿
。
祈
年
門
。
大
理
石
の
欄
あ
る
三
疊
圓
盤
。

柱
は
朱
と
金
唐
草
。
天
井
は
金
碧
。
大
理
石
の
壇
上
に

金
の
龍
を
彫
つ
た
屛
風
の
や
う
な
も
の
。 

元版 p820/現行版 p381 
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神
厨 

 
 

 
 

綠
瓦
井
戸 

 

塀 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
戸 

 
 

 
 

宰
牲
亭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
釜
四
つ 

   
 

 
 

七
星
石 

 
 

廊
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
つ
あ
れ
ど
一
つ
は
数
へ
ず 

75

間 
 

 
 

 
 

 
 

古
桧
、
空
地
ニ
七
星
石 

祈
年
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
は
れ
目
よ
り
出
づ
れ
ば 

廊
は
埃
み
つ 

廊
の 

39 

○
廊
は
埃
み
つ
。
廊
の
こ
は
れ
目
よ
り
出
づ
れ
ば
古

檜
。
空
地
ニ
七
星
石
、
八
つ
あ
れ
ど
一
つ
は
數
へ
ず
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
壇
〕 
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七
星
石

 

天
□
□
つ 
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ひ
る
ね
多
し
。 

木
椅
子 

五
㦮 

 

声
を
試
み
る
所
、 

籐
椅
子 

十
㦮 

 

死
刑
、
を
す
る
所 

役
者
が 

入
場
料 

五
㦮 

 

天
壇
を
出
れ
ば
廣
場 

城
南
公
園 

 
 

 

□
□
□ 

     

   

40 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
先
農
壇
〕
、〔
天
壇
〕 

【
城
南
公
園
】
先
農
壇
の
別
名
。 

○
天
壇
を
出
れ
ば
廣
場
。
死
刑
を
す
る
所
。
役
者
が
聲

を
試
み
る
所
。
ひ
る
ね
多
し
。 

○
城
南
公
園
。
入
場
料
五
錢
、
籐
椅
子
十
錢
、
木
椅
子

五
錢
。 

元版 p820/現行版 p381 
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天
（
石
龕
五
、
（
雲
） 

老
松
美
な
り 
野
菊
、 

地 

一
重 

石
龕
五
（
五
岳
）
四
（
四
海
） 

大
理
石
の
華
表 

黒
瓦
、
壇 

方
形 

雩
壇 

茶
店
よ
り 

門
二
重
（
赤
□
か
べ
） 

41 

○
茶
店
よ
り
門
二
重
（
赤
か
べ
）。
○
雲
壇
。
右
、
地

祇
壇
（
正
門
北
面
）
左
、
天
神
壇
（
正
門
南
面
）
。
○

地―

大
理
石
の
華
表
、
黑
瓦
、
壇
方
形
一
重
、
石
龕

五
（
五
岳
）
四
（
四
海
）
老
松
美
な
り
、
野
菊
。
〇
天

―

石
龕
五
（
雲
） 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
先
農
壇
〕 
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右 

地
祇
壇
（
正
門
北
面
） 

左 

天
神
〃
（
正
門
南
面
） 



87 

左
に
先
農
壇
（
方
形
） 

支
人
テ
ニ
ス
す 

花
木
の
間
を
出
れ
ば
テ
ニ
ス
コ
オ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

耕
を
見
る
の
所 

寫
寫
は
校
書
の
み
、
天
子 

藉
田
親 

理
石
欄
。
上
に
寫
眞
屋
（
バ
ラ
ツ
ク
） 

□
藉
田
、―

親
耕
台
（
黃
綠
瓦
、
大 

     

   

42 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
先
農
壇
〕 

○
藉
田
、―

親
耕
臺
。
黃
綠
瓦
。
大
理
石
欄
。
上
に

寫
眞
屋
（
バ
ラ
ツ
ク
）
。
寫
眞
は
校
書
の
み
。
天
子
藉

田
親
耕
を
見
る
の
所
。 

○
花
木
の
間
を
出
れ
ば
テ
ニ
ス
コ
オ
ト
。
支
人
テ
ニ
ス

す
。
左
に
先
農
壇
（
方
形
）。 

元版 p820/現行版 p381 
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側
に
巡
査 

拳
法
の
形
を
使
ふ
。 

な
り
、
簾
、
鼎
、
朱
柱
、
金
碧
□
簷 

る 

今
は
東
西
両
廡
も
巡
査
教
練
所 

太
歳
殿
。
今
は
忠
烈
祠 

袁
世
凱
造 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

談
る
。 

周
囲 

老
桧 

鵲 

蘇
峯 

哲
人
皆 

43 

周
圍
老
檜
。
鵲
。
蘇
峰
哲
人
皆
談
る
。 

○
大
歳
殿
。
今
は
忠
烈
祠
。
袁
世
凱
造
る
。
今
は
東
西

兩
廡
も
巡
査
教
練
所
な
り
。
簾
。
鼎
。
朱
柱
。
金
碧
簷
。

側
に
巡
査
拳
法
の
形
を
使
ふ
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
先
農
壇
〕 

 

元版 p820/現行版 p381 
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壷
中
別
有
仙
家
日 

 

門
外
時
聞
長
者
车 

 

門
内
江
藻
の
陶
然
の
額
。 

 

大
楡
、
石
だ
た
み
。 

 

□
刹
慈
悲
禅
林 

黒
煉
瓦
の
門 

     

   

44 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
陶
然
亭
〕 

【
古
刹
慈
悲
禅
林
】
本
手
帳
を
参
考
に
書
か
れ
た
「
北
京
日

記
抄
」
の
入
稿
原
稿
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
「
古
刹

慈
悲
淨
林
」
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
禅
林
」
で
あ
る
。

「
淨
」
の
偏
は
「
⺡
」
よ
り
も
「
⺭
」
に
見
え
、
そ
の
せ
い

で
「
北
京
日
記
抄
」
を
執
筆
し
た
時
に
芥
川
自
身
も
混
乱
し

た
か
。 

【
門
外
時
聞
長
者
车
】
唐
・
王
縉
「
與
盧
員
外
象
過
崔
處
士

興
宗
林
亭
」
中
の
一
句
。 

【
壷
中
別
有
仙
家
日
】
唐
・
李
商
隠
「
題
道
静
院
院
在
中
條

山
、
故
王
顏
中
丞
所
置
、
虢
州
刺
史
捨
官
居
此
、
今
写
真
存

焉
」
中
の
一
句
。 

○
陶
然
亭
。
古
刹
慈
悲
淨
林
。
黑
煉
瓦
の
門
。
大
楡
。

石
だ
た
み
。
門
中
江
藻
の
陶
然
の
額
。
門
聯
、
門
外
時

聞
長
者
東
、
壺
中
別
有
仙
家
日
。 

元版 p820/現行版 p381 
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樹
木 

文
昌
閣
、
城
壁
、
芦
、
城
外
の 

慈
院
な
り 

鉢
植
の
石
榴 

竹
桃
、
大
理
石
の
経
塔
、
庭
を
挟
ん
で
悲 

門
内
庭―

石
だ
た
み―

大
楡
、 

鉢
の
杏 

45 

○
庭―

石
だ
た
み―

大
楡
。
鉢
の
杏
竹
桃
。
大
理

石
の
經
塔
。
庭
を
挾
ん
で
慈
悲
院
あ
り
。
鉢
植
の
石
榴
。

文
昌
閣
。
城
壁
。
芦
。
城
外
の
樹
木
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
陶
然
亭
〕 
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亭
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慈
悲
院

 

庭 



91 

天
井
、
竹
組
み
、
郭
公
の
声 

柳
、
芦
、 

窑
台
の
茶
屋
、
夏
天
、 

陶
然
亭
楼
上
、
土
塀
、
遼
の
経
塔
、
塀
外 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芦
長
き
故
人
目
つ
か
ず 

そ
の
畄
守
の
女
房
賣
淫
す
（

15

㦮
位
） 

の
ク
リ
イ 

夏
は
外
省
へ
出
稼
ぎ
に
行
く 

閣 

芦
閣
下
ひ
る
ね
人
多
し 

芦
、
北
京 

黒
窑
廠
、
□
三
門
閣 

窑
台―

三
門 

     

   

46 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
窑
台
〕、
〔
陶
然
亭
〕 

○
黑
窑
廠
。
窑
臺
。―

三
門
閣
。
閣
下
ひ
る
ね
人
多

し
。
芦
。
北
京
の
ク
リ
イ
夏
は
外
省
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
。

そ
の
留
守
の
女
房
賣
淫
す
（1

5

錢
位
）。
芦
長
き
故
人

目
つ
か
ず
。 

○
陶
然
亭
樓
上
。
土
塀
。
遼
の
經
塔
。
塀
外
柳
。
芦
。

窑
臺
の
茶
屋
。
夏
天
。
天
井
。
竹
組
み
。
郭
公
の
聲
。 

元版 p821/現行版 p382 
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子
、 

窓
は
麻
（
青
）
張
り
、 

篰
様
の
卍
障 

47 

窓
は
麻
（
靑
）
張
り
。
蔀
樣
の
卍
障
子
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
陶
然
亭
〕 

 

元版 p821/現行版 p382 



93 

○ 

玉
皇
殿 

□ 

紫
虚
眞
気
（
藍
へ
金
）（
康
熈
筆
） 

（
亀
）
乾
隆
、
御
筆 

一
つ
は
蒙
古
文
、 

運
戲
）
、
○
靈
官
殿
、
桧
、
槐
楡
石
碑 

白
雲
観
、
牌
楼
、
門 

𫞎
（
石
）（
識 

 

宣
武
門 

―
 

 

西
便
門
、
馿
、
羊
、 

     

   

48 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
白
雲
観
〕 

 

○
宣
武
門
。
護
城
河
。
柳
。
西
使
門
。
驢
。
羊
。
○
白

雲
觀
。
牌
樓
。
門
。
橋
（
石
）。
鐘
樓
。
鼓
樓
。（
識
運

戲
）
○
靈
宮
殿
。
檜
。
楡
。
石
牌
（
龜
）、
乾
隆
御
筆
。

一
つ
は
蒙
古
文
。
○
玉
皇
殿
。
紫
虛
眞
氣
、（
藍
へ
金
）

（
康
熈
筆
） 

元版 p821/現行版 p382 
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左
に
閬
苑 

右
に
蓬
壷 

台
は
大
理
石 

惜
字
炉
あ
り
、 

炉
碑
（
亀
）
二
つ
、 

長
春
眞
人
丘
處
機
、
こ
の
殿
前 

主
帝
君 

○
老
律
堂 

○
丘
祖
殿 

中
に
玉
皇
を
祭
る 

燈
籠
、
三
十
三
天 

49 

中
に
玉
皇
を
祭
る
。
燈
籠
。
三
十
三
天
主
帝
君
。
○
老

律
堂
。
○
丘
祖
殿
。
長
春
眞
人
丘
處
機
。
こ
の
殿
前
（
惜

字
爐
あ
り
臺
は
大
理
石
）
碑
（
龜
）
二
つ
。
右
に
蓬
壺
。

左
に
閬
苑
（
朱
へ
金
）
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
白
雲
観
〕 
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梁
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朱
欄 

金
碧 

殿
内 

西
大
后
の
霊
位
あ
り
、 

の
額
あ
り
。 

石
榴
、
夾
竹
桃
、
無
花
果
。 

 

楼
上
三
清
閣 

〇
四
御
殿 

殿
前
瓦
を
敷
く
、 

鉢
植
一
つ 

 

正
月
十
八
、
□ 

会
神
仙 

正
月
五
、 

□ 

接
路
頭 

     

   

50 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
白
雲
観
〕 

【
接
路
頭
】
中
野
江
漢
『
支
那
の
売
笑
』（
支
那
風
物
研
究

会
、
一
九
二
三
・
一
二
）
に
よ
る
と
、「
接
路
頭
」
は
「
正

月
五
日
の
早
天
に
室
外
に
出
て
神
に
会
ふ
」
迷
信
で
あ
る

と
い
う
。「
会
神
仙
」
と
と
も
に
中
野
か
ら
聞
い
た
も
の
か
。 

〇
四
御
殿
。
樓
上
三
淸
閣
の
額
あ
り
。
朱
欄
金
碧
梁
。

殿
前
瓦
を
敷
く
。
鉢
植
一
つ
。
石
榴
。
夾
竹
桃
。
無
花

果
。
殿
内
西
太
后
の
靈
位
あ
り
。 

元版 p821/現行版 p382 
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事
件
の
時
）
葡
萄
架 

架
□ 

柳
芽
ふ
く 

華
俄
銀
行
總
領
事
ト
粥
を
施
す
（
北
清 

明
き
地
。
雲
渓
方
丈
功
德
碑
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
に
葡
萄
架 

石
炭
を
は
こ
ぶ
道
士
、 

大
□
桶 

破
瓢
の
杓 

変
性
男
子
の
道
士
、 

大
煙
突 

甜
瓜
の
籃
、
鶏
、
大
釜 

雲
厨
宝
鼎
の
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 51 

○
雲
厨
寶
鼎
の
額
。「
勺
水
共
飮
蓬
萊
客
、
粒
米
同
餐

羽
士
家
。」
大
煙
突
。
甜
瓜
の
籃
。
鷄
。
大
釜
。
大
桶
。

破
瓢
の
杓
。
變
性
男
子
の
道
士
。
外
に
葡
萄
架
。
石
炭

を
は
こ
ぶ
道
士
。 

○
明
き
地
。
雲
溪
方
丈
印
德
碑
記
。
華
俄
銀
行
總
領
事

ト
粥
を
施
す
。（
北
淸
事
件
の
時
）
葡
萄
架
。
架
李
。

柳
芽
ふ
く
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
白
雲
観
〕 
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粒
米
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餐
羽
士
家 

勺
水
共
飲
蓬
萊
客 
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岳
雲
聳
秀
、
の
石 

蔦
掩
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
極
殿
、
眞
武
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

道
行
碑 

康
熈
年
間
（
碑
は
光
緒
十
二
年
） 

重
の
石
塔 

塔
前
ノ
に
羅
□
眞
人
□ 

（
刺
封
） 

公
□
之
塔
、（
楡
、
銭
葵
の
花
）
三 

そ
の
内
へ
入
れ
ば 

恬
淡
守
一
眞
人
羅 

     

   

52 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
白
雲
観
〕 

【
刺
封
】
正
確
に
は
「
勅
封
」
。 

○
そ
の
内
へ
入
れ
ば
、
恬
淡
守
一
眞
人
羅
公
之
塔
。（
刺

封
）
（
楡
、
錢
葵
の
花
）
三
重
の
石
塔
。
塔
前
に
羅
眞

人
道
行
碑
、
康
熈
年
間
（
碑
は
光
緖
十
二
年
）
。 

○
南
極
殿
。
眞
武
殿
。
○
岳
雲
聳
秀
の
石
蔦
掩
ふ
。 

元版 p821/現行版 p382～383 
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庭
は
瓦
じ
き 

綠
へ
黒
く
雲
集
山
房
、
碑
二
三
、 

は
致
中
和
、（
黒
へ
金
） 

対
す
る
殿
に
は 

戲
台
、
鉢
の
棕
櫚
、
枇
杷

etc

 

戲
台
に 

龍
舌
蘭 

友
鶴
亭
、
石
、
庭
を
め
ぐ
る 

53 

○
友
鶴
亭
。
石
。
庭
を
め
ぐ
る
戲
臺
。
鉢
の
棕
櫚
。
龍

舌
蘭
。
枇
杷e

tc. 

戲
臺
に
は
□
中
和
（
黑
へ
金
）
。
對

す
る
殿
に
は
綠
へ
黑
く
雲
集
山
房
。
碑
二
三
。
庭
は
瓦

じ
き
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
白
雲
観
〕 

 

元版 p822/現行版 p383 
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塔
は
隋
文
帝
建
立
十
三
級
二
十
七
丈
余
。 

寧
寺 

乾
隆
二
十
年
の
重
修 

兵
戮
、
明
初
重
修 

元
寧
寺 

後
ニ
天 

業
寺
唐
に
□
王
寺 

金 

大
萬
寺 

元
末 

後
魏
孝
文
帝
建
立 

光
林
寺 

隋
に
宏 

瓦
、

13

層
、
燕
乱
飛 

楡 

天
寧
寺
の
塔
、
赤
、
く
、
壁 

白
桶 

綠 

     

   

54 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
寧
寺
〕 

【
白
桶
】
前
掲
「
北
京
日
記
抄
」
の
入
稿
原
稿
で
は
「
桶
は

白
く
」
と
書
か
れ
た
後
、「
屋
椽
は
白
く
」
と
訂
正
さ
れ
て

い
る
。
白
い
屋
椽
を
意
味
す
る
「
白
檐
」
を
意
図
し
た
も
の

か
。 

【
乾
隆
二
十
年
の
重
修
】「
乾
隆
二
十
一
年
」
の
誤
り
。「
後

魏
孝
文
帝
建
立
」
か
ら
次
の
頁
に
わ
た
り
、
芥
川
旧
蔵
（
日

本
近
代
文
学
館
蔵
）
丸
山
昏
迷
著
『
北
京
』（
一
九
二
一
・

三
）
に
お
け
る
「
天
寧
寺
」
の
説
明
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

な
お
、『
北
京
』
の
中
で
「
大
萬
寺
」
と
さ
れ
た
「
天
寧
寺
」

の
旧
称
は
、
正
確
に
は
「
大
萬
安
寺
」
か
「
大
萬
安
禅
寺
」

で
あ
る
。 

○
天
寧
寺
の
塔
。
赤
壁
。
白
桶
。
綠
瓦
。
十
三
層
。
燕

亂
飛
。
楡
。
○
後
魏
孝
文
帝
建
立
、
光
林
寺
。
隋
に
宏

業
寺
。
唐
に
天
王
寺
。
金
、
大
萬
寺
。
元
、
未
兵
戮
。

明
初
重
修
、
元
寧
寺
。
後
ニ
天
寧
寺
。
乾
隆
二
十
年
の

重
修
。
○
塔
は
隋
文
帝
建
立
十
三
級
、
二
十
七
丈
餘
。 

元版 p822/現行版 p383 
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柱 
井
半
な
し
。 

十
七
年
（
大
理
石
の
莲
台
）
天 

佛 
 

 
 

 
 

頭
瓦
を
お
く
、
大
明
□
弘
治 

 
 

 

佛 

華
台
、
字
彫
の
壁 

塔
前
廃
寺
、
佛 

三
千
四
百
余
の
鐸
鈴
、
下
は
莲 

55 

三
千
四
百
餘
の
鐸
鈴
。
下
は
蓮
華
臺
。
佛
字
彫
の
壁
。

塔
前
廢
寺
。
佛
頭
瓦
を
お
く
。
大
明
弘
治
十
七
年
（
大

理
石
の
蓮
臺
）
。
天
井
半
な
し
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
天
寧
寺
〕 

承
前 

元版 p822/現行版 p383 
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祠
後
更
に
一
祠
堂
、
升
山
と
そ
の
妻 

の
内
外
に
碑
を
嵌
む
る
も
の
多
し
。 

□ 

升
山
故
□ 

廟
あ
り
／ 

□
祠
壁 

め
こ
み
な
り
） 

中
に
劉
石
庵
の
碑
碑 

先
生
故
宅
（
曹
学
闵
書
）
こ
れ
は
は 

便
局
橫
町
。
鼠
石
炼
瓦
、［
楊
椒
山 

宣
武
門
外
大
街
、
達
智
𣘺
郵 

     

   

56 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
松
筠
庵
〕 

○
松
筠
庵
。
宣
武
門
外
大
街
。
達
智
橋
郵
便
局
橫
町
。

鼠
石
煉
瓦
。
楊
椒
山
（
忠
愍
）
先
生
故
宅
。（
曹
學
閔

書
）
こ
れ
は
は
め
こ
み
な
り
。
中
に
劉
石
庵
の
碑
。
𪿶

升
山
祠
あ
り
。
祠
壁
の
内
外
に
碑
を
嵌
む
る
も
の
多

し
。
祠
後
更
に
一
祠
堂
。
升
山
と
そ
の
妻 

元版 p822/現行版 p383 
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劉
石
庵 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

祠
堂 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

墙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
コ
ニ
□
ギ
ボ
シ
ユ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庭 
 

の
鉢
植 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

諫 
 

 

と
の
靈
位
あ
り
、
庭
祠
前
瘦
犬
ね
る
。 

57 

と
の
靈
位
あ
り
。
祠
前
瘦
犬
ね
る
。
○
諫
草
亭
。
コ
コ

ニ
ギ
ボ
シ
ユ
の
鉢
植
多
し
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
松
筠
庵
〕 

 

元版 p822/現行版 p383 

草亭 
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祠
は
法
源
寺
後
□
街
北
第
二
号
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

壷
、
職
人
往
来
多
し 

フ
シ
ン
中
、
入
口
に
君
子
自
重
の
小
便 

の
碑
ラ
ン
プ
の
台
と
な
る
（
廊
下
） 

椒
山
の
「
鐡
肩
擔
道
義 

辣
手
著
文
章
」 

庭
は
瓦
、
岩
を
つ
む 

柳
、
松
、
柳
柳 

桧 

蘭 

     

   

58 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
松
筠
庵
〕、〔
謝
文
節
公
祠
〕 

○
庭
は
瓦
、
岩
を
つ
む
。
柳
、
松
、
蔦
、
檜
、
蘭
。
椒

山
の
「
鐡
肩
擔
道
義
、
辣
手
著
文
章
」
の
碑
ラ
ン
プ
の

臺
と
な
る
。
（
廊
下
）
フ
シ
ン
中
。
入
口
に
君
子
自
重

の
小
便
壺
。
職
人
往
來
多
し
。
祠
は
法
源
寺
後
街
北
第

二
號
。 

元版 p822/現行版 p383 
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ぐ
れ
ば
庭
な
り
。
庭
中
央
、
天
水
壷 

女
一
人 

婆
一
人 
縫
物
を
し
て
ゐ
る
所
を
す 

そ
の
右
の
壁
に
刻
字
石
を
は
め
し
壁
、 

綠
色
の
扉
に
こ
の
札
か
か
る 

外
右
四
区
警
察
署
第
一
半
□
学
校 

謝
文
節
公
祠
（
黒
金
へ
金
）
黒
煉
瓦 

59 

○
謝
文
節
公
祠
。
（
黑
へ
金
）
黑
煉
瓦
の
門
。
外
右
四

區
警
察
署
第
一
半
日
學
校
。
綠
色
の
扉
に
こ
の
札
か
か

る
。
そ
の
右
の
壁
に
刻
字
石
を
は
め
し
壁
。
女
一
人
婆

一
人
縫
物
を
し
て
ゐ
る
所
を
す
ぐ
れ
ば
庭
な
り
。
庭
中

央
。
天
水
壺
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
謝
文
節
公
祠
〕 
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山
水 

 
 

 

李
世
倬 

古
木
寒
泉
図 

文
衡
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

燈
籠
四
つ
下
る
。
柱
聯
二
三 

埃
滿
堂 

の
像 

紙
錫
が
ぶ
ら
下
る
、
硝
子
張
の 

は
朱
柱 

黒
煉
瓦
積
み 

堂
中
疊
山 

薇
香
堂 

堂
、
疎
桧
、
堂
蘭
、
堂 

     

   

60 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
謝
文
節
公
祠
〕、〔
紫
禁
城

（
文
華
殿
の
東
配
殿
本
仁
殿
か
）〕 

【
薇
香
堂
】
正
確
に
は
「
薇
馨
堂
」。 

【
古
木
寒
泉
図
】
以
降
記
さ
れ
た
書
画
の
一
部
は
前
掲
丸

山
昏
迷
『
北
京
』
に
再
録
さ
れ
た
、
栗
原
誠
「
文
華
殿
読
画

記
」（
初
出
：『
支
那
美
術
研
究
叢
書 

第
一
編 

文
華
殿
古

画
目
録
・
文
華
殿
読
画
記
』、
一
九
一
九
・
一
〇
）
で
概
要

が
確
認
で
き
る
。 

 

○
薇
香
堂
。
堂
。
疎
檜
。
蘭
。
堂
は
朱
柱
、
黑
煉
瓦
積

み
。
堂
中
疊
山
の
像
。
紙
錫
が
ぶ
ら
さ
が
る
。
硝
子
張

の
燈
籠
四
つ
下
る
。
柱
聯
二
三
。
埃
滿
堂
。 

○
古
木
寒
泉
圖
、
文
衡
山
。
山
水
、
李
世
偉
。 

元版 p822/現行版 p383 
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煙
江
疊
嶂
図 

 

王
原
祈
□ 

墨
竹 

 
 

 

張 

䪧 

□ 

万
□
壑
松
風 
文
伯
仁 

明 

大
乙
観
泉
、 
王 
蒙 

 
 

 
 

 

本
仁
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

震
沢
烟
樹 

 

唐 

寅 

明 

□
山
水 

 
 

雛
一
柱 

清 

61 

山
水
、
雛
一
柱
（
淸
）。
震
澤
烟
樹
、
唐
寅
（
明
）。
本

仁
殿
。 

○
大
乙
觀
泉
、
王
蒙
。
萬
壑
松
風
、
文
伯
仁
（
明
）。

墨
竹
、
張
䪧
（
明
）。
煙
江
疊
嶂
圖
、
王
原
祈
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
紫
禁
城
（
文
華
殿
の
東
配

殿
本
仁
殿
）
〕、
〔
紫
禁
城
（
文
華
殿
か
）〕 

【
雛
一
柱
】
前
掲
「
文
華
殿
読
画
記
」
に
よ
る
と
「
鄒
一
桂
」
。 
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仇
英 

趙
子
昂
、 

沈
周 

藍
瑛
偽
筆 

芙
蓉
秋
鴨
図 

王
維
烈
（
明
） 

ノ
木
の
色
つ
よ
す
ぎ
る 

桐
陰
玩
鶴
図
（
石
田
） 

職
貢
図 

立
本
（
偽
） 

     

   

62 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
紫
禁
城
（
文
華
殿
か
）〕 

 

職
靑
圖
、
立
本
（
僧
）
。
桐
陰
玩
鶴
圖
（
石
田
）
ノ
木

の
色
つ
よ
す
ぎ
る
。
芙
蓉
秋
鴨
圖
、
王
維
烈
（
明
）。

沈
周
藍
瑛
僞
筆
。
仇
英
趙
子
昂
。 

元版 p823/現行版 p384 
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王
蒙 

 

長
松
飛
□
図 
偽
？ 

臣
何
と
か
□
臣
絵
中 

よ
し
。 

銭
維
城 

□ 

泉
林
雨
景
の
み 

集
義
殿
、
南
田
の
牡
丹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
田
の
山
水 

俗 

63 

南
田
の
山
水
、
俗
。 

○
集
義
殿
、
南
田
の
牡
丹
。
𫓔
維
城
、
泉
林
雨
景
の
み
。

臣
何
と
か
繪
中
よ
し
。
王
蒙―

長
松
飛
瀑
圖
、
僞
？ 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
紫
禁
城
（
文
華
殿
か
）
〕
、

〔
紫
禁
城
（
文
華
殿
の
西
配
殿
集
義
殿
）〕 

 

元版 p823/現行版 p384 
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煉
瓦
、
天
井
穹
窿
、
天
井
頂
は 

雕
梁
、 

堂
は
石
階
の
上
、
浴
室
は
白 

鉢
の
柘
榴 

 
 

 
 

 
 

 

浴
德
堂
（ 

 
 

） 

黃
瓦
、
赤
柱
、
白
大
理
石
台
の
上
に
銅
炉 

浴
德
堂
。 

煥
章
殿
□
の
奥
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

李
公
麟
、
十
六
应
眞
、
俗 

     

   

64 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
紫
禁
城
（
文
華
殿
の
西
配

殿
集
義
殿
か
）
〕
、〔
紫
禁
城
（
武
英
殿
の
西
北
に
あ
る
浴
德

堂
）〕 

前
掲
丸
山
昏
迷
﹃
北
京
﹄
に
よ
る
と
、
当
時
の
紫
禁
城
で

は
文
華
殿
・
武
英
殿
の
み
が
書
画
や
そ
の
他
の
美
術
品
を

展
示
す
る
古
物
陳
列
所
と
し
て
公
開
さ
れ
、
一
般
観
覧
が

可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
武
英
殿
の
西
北
に
位
置
す
る
浴
德

堂
も
決
ま
っ
た
日
に
公
開
さ
れ
て
い
た
。 

 

李
公
麟
、
十
六
應
眞
、
俗
。 

○
浴
德
堂
。
煥
章
殿
の
奧
。
黃
瓦
。
赤
柱
。
白
大
理
石
。

臺
の
上
に
銅
爐
。
鉢
の
柘
榴
。
浴
德
堂
（
藍
へ
金
）。

雕
梁
。
堂
は
石
階
の
上
。
浴
室
は
白
煉
瓦
。
天
井
穹
窿
。

天
井
頂
は 

元版 p823/現行版 p384 

藍
へ 

金 
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花
園 

葡
萄
棚
、
兵
士
（
カ
ー
キ
） 

硝
子
、
後
に
井
戸
、
大
理
椽
、 

65 

硝
子
。
後
に
井
戸
。
大
理
椽
。
花
園
。
葡
萄
棚
。
兵
士

（
カ
ー
キ
）。 

【「
北
京
日
記
抄
」
五 

名
勝
】〔
紫
禁
城
（
武
英
殿
西
北
の

浴
德
堂
）〕 
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眠
る
も
の 

罪
罸
は
三
日
の
断
食 

 
 

 
 

 
 

 

小
説
を
よ
む
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

珠
数
を
つ
ま
ぐ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

八
万
元
（
経
費
） 

□ 
 

 
 

 
 

民
国
８
年
建 

     

   

66 

【「
雑
信
一
束
」
十
五 

監
獄
】〔
京
師
第
二
監
獄
〕 

前
掲
「
北
京
日
記
抄
」
の
入
稿
原
稿
（
「
北
京
日
記
抄 

一
」
）

の
二
七
枚
目
に
、
七
行
目
か
ら
八
行
目
に
か
け
て
「
紫
禁

城
」
に
つ
い
て
書
か
れ
、
九
行
目
に
は
文
字
が
な
く
、
十
行

目
に
「
京
師
第
二
監
獄
を
見
る
。
日
本
語
に
堪
能
な
る
看
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
の
ち
、
九
行
目
と
十
行
目
は
波
線
に
よ

っ
て
抹
消
さ
れ
た
（
九
行
目
に
は
棒
線
も
引
か
れ
て
い

た
）
。
本
来
は
本
手
帳
に
記
さ
れ
た
メ
モ
と
同
様
に
、「
北
京

日
記
抄
」
に
お
い
て
「
紫
禁
城
」
の
次
に
、「
京
師
第
二
監

獄
」
を
単
独
の
節
と
し
て
執
筆
す
る
予
定
だ
っ
た
か
。 

○
民
國
八
年
建
。
八
萬
元
（
經
費
）
。75

9
―

3
0

0
. P

ick
-

p
o

ck
et (4

0
%

) 

罰
は
三
日
の
斷
食
。
數
珠
を
つ
ま
ぐ

る
も
の
、
小
説
を
よ
む
も
の
、
眠
る
も
の
。 
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摘
星
楼
、 

落
馬
湖
、
连
環
套
（
施
公
案
） 

靈
、（
説
岳
全
）
傳
） 

瘋
僧
掃
秦
、
潞
安
州
、
請
宋 

断
密
澗
（
隋
唐
演
義
） 

67? 

○
斷
密
洞
（
隋
唐
演
義
）。
瘋
僧
掃
秦
。
潞
安
州
。
淸

宋
靈
。
（
說
岳
金
傳
）
落
馬
湖
。
連
環
套
（
施
公
案
）。

摘
星
樓
。 

す
べ
て
中
国
劇
の
演
目
。 
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金
少
梅 

□ 袁
克
文 

 

無
限
風
流
罪
在
我 

張
勲 

 
 

五
十
成
家
無
結
果 

劉
喜
奎 

劉
少
々 

（
辟
報
主
筆
）
（
法
源
寺
） 

     

   

68? 

【
劉
喜
奎
】
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
劇
壇
女
優
。
劉
少
々

（
記
者
・
評
論
家
）、
張
勲
（
軍
人
・
政
治
家
）、
袁
克
文
（
袁

世
凱
の
次
男
で
学
者
）
の
三
人
は
い
ず
れ
も
彼
女
に
懸
想

し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

○
劉
少
々
。
（
□
報
主
筆
）
（
法
源
寺
）「
思
君
五
十
未

成
家
、
無
限
風
流
罪
在
花
。」
劉
喜
奎
。「
五
十
成
家
無

結
果
、
無
限
風
流
罪
在
我
。」
張
勳
。
袁
克
文
。
金
少

梅
。 

元版 p823/現行版 p384 

無
限
風
流
罪
在
花 

思
君
五
十
未
□
家 

五
十
未
成
家 

崔 
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□ 

□
□
銘 

王
風
起
華
夏 

73? 

○
辜
鴻
銘
。
王
風
起
華
夏
、
喜
氣
滿
乾
坤
。 

【「
北
京
日
記
抄
」
二 

辜
鴻
銘
先
生
】 
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辜 
 

鴻 
 

 

喜
気
満
乾
坤
、 
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○
郎
世
寧
百
駿
図 

 
 

殿 

御
筆
。（
緣
に
龍
の
模
様
あ
り
、
肉
筆
） 

大
観
元
年
十
一
月 
共
得
一
十
七
景
宣
和 

 
 

 
 

 
 

 
 

弗
、
二
王
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

荆
浩
、
顧
愷
、
王
維
、
曹 

○
徽
宗
臨
古 

 
 

 

張
僧
□ 

□ 

毛
延
壽
、 

75 

○
徽
宗
臨
古
張
僧 

。
毛
延
壽
、
荆
浩
、
顧
愷
、
王
維
、

曹
弗
、
二
王
。
此
卷
始
于
崇
寧
四
年
八
月
至
大
觀
元
年

十
一
月
共
得
一
十
七
景
宣
和
殿
御
筆
。（
緣
に
龍
の
模

樣
あ
り
、
肉
筆
） 

○
郎
世
寧
百
駿
圖
。
雍
正
六
年
歳
次
戊
申
仲
春
臣
郎
世

寧
恭
畫
。 

〔
西
城
霊
境
井
児
胡
同 

陳
宝
琛
宅
〕 

二
点
と
も
珍
品
。
清
末
重
臣
で
あ
り
、
溥
儀
の
師
匠
で
も
あ

る
陳
宝
琛
宅
で
、
芥
川
が
こ
れ
ら
の
名
画
を
目
に
し
た
こ

と
は
、
犬
養
健
に
宛
て
た
書
簡
（
一
九
二
五
・
七
・
一
七
）

で
窺
え
る
。
ま
た
、
陳
宝
琛
の
住
所
は
前
掲
『
図
版
２
』
に

収
録
さ
れ
た
「
澄
江
堂
遺
珠
ノ
ー
ト
１
」
の
三
四
枚
目
に
記

さ
れ
て
い
る
。〔
参
考
：
秦
剛
「
芥
川
龍
之
介
が
観
た 

１

９
２
１
年
・
郷
愁
の
北
京
」（
『
人
民
中
国
』、
二
〇
〇
七
・

九
）、
同
「
陳
宝
琛
の
書
が
語
る
、
芥
川
と
故
宮
名
画
の
一

期
一
会
」（
『
日
本
近
代
文
学
館
』
二
九
二
号
、
二
〇
一
九
・

一
一
・
一
五
）
〕 

【
張
僧
□
】
南
朝
・
張
僧
繇
。 

【
顧
愷
】
南
朝
・
顧
愷
之
。 
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㸒缶 

年
八
月
至 

此
巻
始
于
崇
寧
四 

春
臣
郎
世
寧
恭
畫
。 

雍
正
六
年
歳
次
戊
申
仲 
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環
を
せ
ぬ
。
羊
、
黒
羊 

に
て
女
と
知
る 

ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
は
耳 

村
、
男
女
と
も
分
ら
め
子
供 

耳
環 

の
バ
ラ
、
外
に
馿
馬
、
川
原
を
渡
る
、 

途
中
、
南
口
ホ
テ
ル
、
机
の
上
に
造
□ 

南
京
豆
、
甘
藷 

 
 

 
 

 

栗 

太
麻 

ヒ
マ 

 
 

馬
に
の
り
し
満
洲
夫
人 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仔
馬
從
ふ
、 

一
人 

     

   

76 

〔
十
三
陵
〕 

○
途
中
。
南
口
ホ
テ
ル
。
机
の
上
に
造
花
の
バ
ラ
。
外

に
驢
馬
。
川
原
を
渡
る
。
村
。
男
女
と
も
分
ら
ぬ
子
供

耳
環
に
て
女
と
知
る
。
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
は
耳
環
を
せ

ぬ
。
羊
。
黑
羊
。
馬
に
の
り
し
滿
洲
夫
人
。
仔
馬
從
ふ
。

p
ag

e

一
人
。 
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埃
の
臭
、
蝙
蝠
の
糞 

屋
上
草
長
ず 

秣
陵
殿
前
古
松
摧 
殿
中
馿
馬
三
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
光
あ
る
雲
山
端
に
あ
り
、 

く
、
子
供
多
し
、
轎
休
む
、
曇
天
、 

二
匹
土
に
こ
ろ
が
る
、
柳 

幹
よ
り
芽
を
ふ 

こ
る
。
端
方
の
碑
あ
り
、
赤
壁
の
家
。
馿 

石
牌
楼
、
大
理
石
、 

丹
碧
か
す
か
に
の 

77 

○
石
牌
樓
。
大
理
石
。
丹
碧
か
す
か
に
の
こ
る
。
端
方

の
碑
あ
り
。
赤
壁
の
家
。
驢
二
匹
土
に
こ
ろ
が
る
。
柳

幹
よ
り
芽
を
ふ
く
。
子
供
多
し
。
轎
休
む
。
曇
天
。
白

光
あ
る
雲
山
端
に
あ
り
。 

○
秣
陵
殿
前
古
松
摧
。
殿
中
驢
馬
三
頭
。
埃
の
臭
。
蝙

蝠
の
糞
。
屋
上
草
長
ず
。 

〔
十
三
陵
〕 

元版 p824/現行版 p385 
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を
半
か
く
す
（
象
に
の
れ
る
人
）、
支
那
同
行
二
人 

居
庸
関 

民
家
の
土
壁 

石
ノ
ア
ア
チ
の
浮
彫 

五
轎
を
下
り
川
を
渡
る 

路
は
石 

磊
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

燕
□
ぶ
無
数
、 

帝
之
陵
は
紅
斑
大
理
石
の
碑 

陵
の
ト
ン
ネ
ル
、
漆
喰
を
ぬ
る
、
成
祖
文
皇 

陵
前 

カ
シ
ワ
、
多
し 

松
、
桧
、
も
あ
り 

     

   

78 

〔
十
三
陵
〕 

【「
雑
信
一
束
」
十
六 

万
里
の
長
城
】〔
居
庸
関
〕 

○
陵
前
カ
シ
ハ
多
し
。
松
、
檜
も
あ
り
。
陵
の
ト
ン
ネ

ル
、
漆
喰
を
ぬ
る
。
成
祖
父
皇
帝
之
陵
は
紅
斑
大
理
石

の
碑
。
燕
と
ぶ
無
數
。 

○
轎
を
下
り
川
を
渡
る
。
路
は
石
磊
々
。
居
庸
關
。
民

家
の
土
壁
。
石
の
ア
ア
チ
の
浮
彫
を
半
か
く
す
（
象
に

の
れ
る
人
）。
支
那
同
行
二
人
。 

元版 p824/現行版 p385 
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は 
 

□ 

瓦
か
け
狼
藉 

ノ
花
。
花
な
き
ヒ
ア
フ
ギ 

燕
、
山
は 

荷
も
ち
、
□
バ
ツ
タ
、
虫
声
、
松
葉
百
合 

門
に
「
居
庸
外
関
」
の
字
あ
り
、
子
供
の 

栗
鼠 

蜥
蜴
。
「
勿
請
勿
拗
折
」
の
札
、 

琴
峽 

藻
の
花
あ
り
、
岩
上
に
廟
、 

五
柱
頭
山
洞
、
（
隧
道
）
の
右
に
弾 

79 

〇
五
柱
頭
山
洞
（
墜
道
）
の
右
に
彈
琴
峽
。
藻
の
花
あ

り
。
岩
上
に
廟
。
栗
鼠
。
蜥
蜴
。「
請
勿
揳
折
」
の
札
。

門
に
「
居
庸
外
關
」
の
字
あ
り
。
子
供
の
荷
も
ち
。
バ

ツ
タ
。
虫
聲
。
松
葉
。
百
合
ノ
花
。
花
な
き
ヒ
ア
フ
ギ
。

燕
。
山
はg

re
en

 an
d

 b
ro

w
n

. w
all

はg
re

y. 

瓦
か

け
狼
藉
。 

【「
雑
信
一
束
」
十
六 

万
里
の
長
城
】〔
弾
琴
峡
〕 

【
五
柱
頭
山
洞
】
正
確
に
は
「
五
桂
頭
山
洞
」
。 
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を
ひ
き
あ
る
は
造
林
の
為
な
り 

山
に
石
灰
□
□
に
て
白
き
線 

が
持
ち
帰
る
草
、 

み
ゆ
き
草 

 
 

ヘ
登
る
人 

     

   

80 

【「
雑
信
一
束
」
十
六 

万
里
の
長
城
】 

【E
d

elw
e
iß

】
ド
イ
ツ
語
。
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
。
キ
ク
科
ウ

ス
ユ
キ
ソ
ウ
属
の
高
山
植
物
。 

【E
d

elw
ise

】
英
語
「E

d
elw

e
iss

」
の
誤
り
か
。 

○E
d

elw
e
isz (E

d
elw

ise) 

み
ゆ
き
草
。A

lp
en

ヘ
登

る
人
が
持
ち
歸
る
草
。
○
山
に
石
灰
に
て
白
き
線
を
ひ

き
あ
る
は
造
林
の
爲
な
り
。 
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Edelweiß. 

Edelwise. 

Alpen 
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Co□ 

 

Co 

Codoa□ 

 

Codd［約一行不明］ 

   

 

 

 

Codda［約一行不明］ 

Codda□dro□ 

Cods 

Condan［約一行不明］ 

81 

全
集
未
収
録 

ド
イ
ツ
語
の
筆
記
体
か
。 
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柳
、
風
強
し
、
馬 

豪
雨
す
ぎ
し
後
と
見
て
路
川
の
如
し 

蒙
古
の
天
黒
し
晴
れ
支
那
の
天
黒
し 

山
頂
低
し 

西
洋
人
福
音
書
を
く
ば
る 

張
家 

 

、
車
の
右
に
陰
山
山
脈
見
ゆ 

     

   

82 

〔
張
家
口
〕 

○
張
家K

alg
a
n

. 

車
の
右
に
陰
山
山
脈
見
ゆ
。
山
頂

低
し
。
西
洋
人
福
音
書
を
く
ば
る
。
蒙
古
の
天
晴
れ
、

支
那
の
天
黑
し
。
豪
雨
す
ぎ
し
後
と
見
え
て
路
川
の
如

し
。
柳
。
風
強
し
。
馬
。 
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満
目
泥
色 

天
の
河
斑
々 

南
京
虫 

蚊
な
し 

ぶ
、
星
明
朗 
東
花
栈
、
瓦
の
床
、 

ワ
ン
セ
ン
シ
ヨ
ン
）
英
日
語
ニ
通
ズ
ト
云
フ 

鳩
と 

土
ヤ
ネ
の 

 
 

廣
キ
庭
、
三
犬
、
黃
先
生
（
ホ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
南
面
の
み
よ
ご
れ
る 

西
洋
へ
出
る
筈
、 

洛
陽
へ
ゆ
く
汽
车
は
东
西
正
に
走
る
故 

 
 

 
 

 
 

 

正 

83 

○
洛
陽
へ
ゆ
く
汽
車
は
正
東
西
に
走
る
故
に
南
面
の

み
よ
ご
れ
る
。
西
洋
へ
出
る
筈
。 

○
大
同
。
土
ヤ
ネ
のH

o
tel. 

廣
キ
庭
。
三
犬
。
黃
先

生
（
ホ
ワ
ン
セ
ン
シ
ヨ
ン
）、
英
日
語
ニ
通
ズ
ト
云
フ
。

鳩
と
ぶ
。
滿
目
泥
色
。
星
明
朗
。
天
の
河
斑
々
。
東
花

棧
。
瓦
の
床
。
南
京
虫
。
蚊
な
し
。 

〔
大
同
〕 
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大同 

Hotel. 
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門
前
の
石
獅
上
を
む
く
。 

 
 

雲
崗
堡 

門
前 

傾
面
大
樹
ア
リ 

ヤ
ン
チ
ユ
ナ
リ
ト
云
フ 

台
頭 

念
佛 

 

（
門
は
鼠
色
レ
ン
カ
） 

タ
ン
ポ 

所
々
の
神
道
碑
、
植
樹
、
ノ
ア
ト 

ゲ
風
の
花
、
馬
糞
ニ
甲
虫
ム
ラ
ガ
ル
、
稀
ニ 

土
、
石
、 

、 

草
疎
、
水
□
稀
、
ゲ
ケ
ン 

香
草
（
シ
ヤ
ン
ツ
オ
） 

     

   

84 

〔
大
同
〕 

○
土
。
石
。grey. 

草
疎
。
水
稀
。
ゲ
ン
ゲ
風
の
花―

香
草
（
シ
ヤ
ン
ツ
ア
オ
）。
馬
糞
ニ
甲
虫
ム
ラ
ガ
ル
。

稀
ニ
タ
ン
ポ
ポ
。
所
々
の
神
道
碑
。
植
樹
。
○
臺
頭

（
右
）、
念
佛
（
左
）
（
門
は
鼠
色
レ
ン
ガ
）。
門
前
傾

面
大
樹
ア
リ
。
楊
柳

ヤ
ン
シ
ユ

ナ
リ
ト
云
フ
。 

門
前
の
石
獅
上
を
む
く
。
雲
崗
堡 

元版 p825/現行版 p385～386 

grey 

ア 

（
右
） 

（
左
） 

楊 

樹 

シ 
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花
ヲ
描
ク
。「
山
西
独
特
ダ
ヨ
」 

庫
裡
ノ
壁 

□
中
央
マ
デ
黃
ニ
ヌ
リ 

青
ニ
テ 

の
ア
ア
チ
ノ
女 

佛
籟
洞 

棺
（
３
）
藁
。
馬
糞 
入
口 

楼 

左
に
鼓
楼
、
門
、
堂
ノ
屋
瓦
青
、 

学
区
区
立
国
民
学
校
の
札
、
右
に
鐘 

戲
台 

 

石
佛
古
寺
（
群
青
へ
金
） 

第
六 

85 

○
戲
臺
。
石
佛
古
寺
、
（
群
靑
へ
金
）
第
六
學
區
區
立

國
民
學
校
の
札
。
右
に
鐘
樓
、
左
に
鼓
樓
。
門
。
堂
ノ

屋
瓦
靑
。
佛
籟
洞
。
棺
（
３
）
。
藁
。
馬
糞
。
入
口
の

ア
ア
チ
の
女
。
庫
裡
ノ
壁
中
央
マ
デ
黃
ニ
ヌ
リ
靑
ニ
テ

花
ヲ
描
ク
。「
山
西
獨
特
ダ
ヨ
」 

【「
雑
信
一
束
」
十
七 

石
仏
寺
】〔
大
同
石
仏
寺
（
雲
崗
石

窟
）〕 

 

元版 p825/現行版 p386 
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１
洞 

 

門 

「
地
し
ば
り
」
の
黃
花 

２
□
洞 

 
 

畑
は
麻
□
粟
多
し 

茨
を
の
せ
る 

山
は
皆
頂
平
な
り 

門
を
二
つ
三
つ
く
ぐ
る 

石
を
つ
み
し
塀
、
枯 

盛
ニ
吠
ユ
、
碧
霞
観
、
ア
大
一
リ
、
煉
瓦
の 

臼
あ
る
あ
り
、
民
家
ノ
一
部
ト
ナ
ル
ア
リ
。
犬 

穴
の
中
に
鳩
あ
り
。
麥
ひ
き
場
と
な
り
、
石 

     

   

86 

【「
雑
信
一
束
」
十
七 

石
仏
寺
】〔
大
同
石
仏
寺
（
雲
崗
石

窟
）〕 

【
犬
盛
ニ
吠
ユ
】
前
掲
犬
養
健
宛
て
書
簡
（
一
九
二
五
・
七
・

一
七
）
に
、「
然
れ
ど
も
大
同
石
仏
寺
を
御
ら
ん
に
な
り
候

は
ゞ
他
は
御
覧
に
な
ら
ず
と
も
よ
ろ
し
か
る
べ
き
乎
石
仏

寺
の
あ
る
村
に
は
猛
犬
数
頭
あ
り
、
東
方
の
客
を
見
れ
ば

忽
ち
狺
狺
の
声
を
為
す
、
あ
れ
だ
け
は
思
ひ
出
し
て
も
無

気
味
に
御
座
候
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
。 

○
穴
の
中
に
鳩
あ
り
。
麥
ひ
き
場
と
な
り
石
臼
あ
る
あ

り
。
民
家
ノ
一
部
ト
ナ
ル
ア
リ
。
犬
盛
ニ
吠
ユ
。
碧
霞

觀
ア
リ
。
煉
瓦
の
門
を
二
つ
三
つ
く
ぐ
る
。
石
を
つ
み

し
塀
、
枯
茨
を
の
せ
る
。
○
山
は
皆
頂
平
な
り
。
畑
は

粟
多
し
。「
地
し
ば
り
」
の
黃
花
。 

元版 p825/現行版 p386 
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士
官
学
校
出
身
） 

る
あ
り
。
並
木
を
つ
く
る
あ
り
、（
閻
は
日
本 

水
ま
き
車
を
ひ
く
あ
り 

人
道
车
道
を
分
て 

れ 

な
り 

牌
楼
に
そ
の
訓
諭
あ
り
、
□
牛
の 

と
む
（
太
原
に
あ
り
）
そ
の
為
大
同
府
内
き 

山
西
督
軍
閻
錫
山 

内
治
に
つ 

87 

○
山
西
督
軍
閻
錫
山
、
内
治
に
つ
と
む
。
（
太
原
に
あ

り
）
そ
の
爲
大
同
府
内
き
れ
い
な
り
。
牌
樓
に
そ
の
訓

諭
あ
り
。
牛
の
水
ま
き
車
を
ひ
く
あ
り
、
人
道
車
道
を

分
て
る
あ
り
、
並
木
を
つ
く
る
あ
り
。（
閻
は
日
本
士

官
學
校
出
身
） 

〔
大
同
か
〕 

 

元版 p825/現行版 p386 

い 
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時
敏
當
時
年
七
十
有
七 

戊
申
清
和
月
畫
於
毘
陵
舟
次
王 

□
慶
御
印
）（
巻
後
御
題
（
乾
隆
）
） 

王
煙
客
、
晴
嵐
暖
翠
図
（
乾
隆 

     

   

88 

〔
陳
宝
琛
宅
〕
（
本
稿
一
一
五
頁
に
同
じ
） 

 

○
王
煙
客
、
晴
嵐
暖
翠
圖
。（
乾
隆
慶
御
印
。
）〔
卷
後

御
題
（
乾
隆
）
。〕
戊
申
淸
和
月
畫
於
毘
陵
舟
次
王
時
敏

當
時
年
七
十
有
七
。 
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室
藏
）
李
營
丘
（ 

 

山
水
、
） 

唐
宋
元
畫
册 

旧
作
也
、 

勞
第
一
人
。
此
予
夢
中
自
題
小
像 

寰
中
第
一
尊
崇
者
。
却
是
憂 

華
底
認
眞
、
分
明
両
句
弁
疎
親
、 

郎
世
寧
の
乾
隆
肖
像
、
世
界
空 

89 

○
郎
世
寧
の
乾
隆
肖
像
。
世
界
空
華
底
認
眞
、
分
明
兩

句
辯
疎
親
、
寰
中
第
一
尊
臺
者
、
却
是
憂
勞
第
一
人
。

此
予
夢
中
自
題
小
像
舊
作
也
。
○
唐
宋
元
畫
册
。
王
維

雪
溪
圖
其
昌
題
、
（
其
昌
畫
禪
室
藏
）
李
營
丘
（
春
夏

山
水
、
）
○
名
畫
大
觀
。（
無
上
神
品
御
筆
） 

〔
陳
宝
琛
宅
〕
（
承
前
） 

【
郎
世
寧
（
中
略
）
自
題
小
像
旧
作
也
】
前
掲
秦
剛
「
陳
宝

琛
の
書
が
語
る
、
芥
川
と
故
宮
名
画
の
一
期
一
会
」
に
よ
る

と
、
乾
隆
帝
が
「
唐
宋
元
畫
冊
」
を
愛
着
す
る
あ
ま
り
に
、

郎
世
寧
に
肖
像
画
を
描
か
せ
て
画
冊
の
巻
頭
に
貼
り
付
け

て
、
自
ら
本
詩
を
題
し
た
と
い
う
。 

【
名
画
大
観
】「
唐
宋
元
畫
冊
」
の
別
名
。
乾
隆
帝
『
御
製

詩
初
集
』
巻
三
七
（
一
七
四
九
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
燕
京
図
書

館
蔵
）
に
、「
題
名
画
大
観
冊
」
と
し
て
詩
一
二
首
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
名
画
大
観
」
に
収
め
て
い
た
一

二
枚
の
名
画
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
。
一
二
首
中
、
最

初
の
二
首
は
「
王
維
雪
渓
」
と
「
李
成
松
崖
水
榭
」
で
あ
る
。 元版 p825/現行版 p386 

題
、（
其
昌
画
□
禅 

王
維
雪
渓
図
其
昌 

夏春 

名画大観（無上御 

     神品筆 
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銘
の
小
楷
、
倪
瓉
、
山
水
。 

蕭
寺
、
黃
大
癡
、
山
水
ト
芝
蘭
室 

巨
然 

江
山
晩
興 

范
寛
、
江
山 

松
路
遷
巖
、
陵
天
游
、
丹
台
春
賞 

米
及
仁
、
瀟
湘
図
巻
。
王
蒙
、
山
水 

     

   

90 

〔
陳
宝
琛
宅
〕
（
承
前
） 

【
米
及
仁
】
正
確
に
は
「
米
友
仁
」。
北
宋
末
～
南
宋
初
期

の
書
家
・
画
家
。
代
表
作
の
一
つ
に
「
瀟
湘
図
巻
」（
上
海

博
物
館
蔵
）
が
あ
る
が
、「
名
画
大
観
」
に
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。
な
お
、
米
友
仁
第
二
跋
に
続
く
複
数
の
跋
文
の
末

尾
に
、
陳
宝
琛
の
跋
も
あ
る
と
い
う
（
未
見
）
。 

【
趙
子
昂
】
趙
孟
頫
。
前
掲
乾
隆
帝
「
題
名
画
大
観
冊
」
一

二
首
中
、
第
三
首
は
「
趙
孟
頫
洞
庭
秋
景
」、
第
四
首
は
「
趙

孟
頫
楚
江
秋
意
」
で
あ
る
。 

【
王
蒙
（
中
略
）
倪
瓉
、
山
水
】「
題
名
画
大
観
冊
」
の
第

五
首
か
ら
第
一
〇
首
ま
で
は
、「
王
蒙
倣
燕
文
貴
仙
山
図
」
、

「
陸
天
游
丹
台
春
賞
」
、「
巨
然
江
山
晩
興
」
、「
范
寛
江
山
蕭

寺
」
、「
黄
公
望
芝
蘭
室
図
」
、「
倪
瓉
春
山
図
」
で
あ
る
。 

○
趙
子
昂
、
瀟
湘
圖
卷
。
王
蒙
、
松
路
遷
巖
。
陵
天
游
、

丹
臺
春
賞
。
巨
然
、
江
山
晩
興
。
范
寬
、
江
山
蕭
寺
。

黃
大
癡
、
山
水
ト
芝
蘭
室
銘
の
小
楷
。
倪
瓉
、
山
水
。 
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趙
子
昂 
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狩
野
派
と
似
た 

燕 

文 

貴
、
秋
山
蕭
寺
、 
倪
、
陸
の
、 

題
。
□to

u
te realiste, 

李
龍
眠
、
五
馬
図 

黃
魯
直 

方
々
壷
、（
上
清
方
文
） 

丹
丘
衛
九
鼎
。
（
衡
山
の
賛
あ
り
、
） 

91 

○
丹
兵
衞
九
鼎
。
（
衡
山
の
賛
あ
り
、）
方
々
壺
。
（
上

淸
方
文
）
李
龍
眠
、
五
馬
圖
、
黃
魯
道
題
、
（to

u
te

 

realiste

）。
燕
文
貴
、
秋
山
蕭
寺
、
倪
、
陸
の
賛
。（
狩

野
派
と
似
た
り
） 

〔
陳
宝
琛
宅
〕
（
承
前
） 

【
衛
九
鼎
】「
題
名
画
大
観
冊
」
の
第
一
一
首
は
「
衛
九
鼎

溪
橋
筞
蹇
」
で
あ
る
。 

【
方
々
壷
】「
題
名
画
大
観
冊
」
の
第
一
二
首
は
「
方
方
壷

仿
米
襄
陽
夏
山
煙
雨
」
で
あ
る
。 

【
李
龍
眠
、
五
馬
図
】
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
芥
川
が
北
京

で
こ
の
絵
を
見
て
か
ら
、
二
〇
一
九
年
に
同
館
の
特
別
展

「
顔
真
卿 

王
羲
之
を
超
え
た
名
筆
」
で
展
示
さ
れ
る
ま

で
の
経
緯
は
、
張
明
傑
「
伝
世
名
画
李
公
麟
『
五
馬
図
』
為

何
会
流
失
日
本
？
」（
『
澎
湃
新
聞
』、
二
〇
一
九
・
一
・
一

八
）、
秦
剛
「
芥
川
龍
之
介
為
何
能
観
賞
到
故
宮
蔵
画
『
五

馬
図
』
？
」（
『
澎
湃
新
聞
』
、
二
〇
一
九
・
一
・
二
八
）
を

嚆
矢
に
、
多
く
の
日
中
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。 元版 p825/現行版 p386 

賛 
り 
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乾
隆
題 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

乾
隆
像 

 

唐
宋
元
畫
册 

     

   

92 

〔
陳
宝
琛
宅
〕
（
承
前
） 

○
唐
宋
元
畫
册
、
煙
客
老
親
家
題
董
玄
宰
爲
。 

元版 p825～826/現行版 p386 

董
玄
宰
為 

煙
客
□
老
親
家
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紙
本 

其
昌
ノ
賛
。 

林
泉
清
集
。
王
蒙
、 

93 

○
林
泉
淸
集
、
王
蒙
、
紙
本
、
其
昌
ノ
賛
。 

〔
陳
宝
琛
宅
〕
（
承
前
） 
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華
𢇁
褐 

 

褲
子 

裙
子 

上
衣
（
衫 

     

   

94 

 

○
上
衣
（
衫
）
。
裙
子
。
褲
子
。 

元版 p826/現行版 p387 

小
毛 

中
毛 

大
毛 
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緊
身 

裤
子 

背
心
（
紐
か
た
し
） 

95 

○
背
心
（
紐
か
た
し
）、
木
綿
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
。
褲
子
、

き
や
ら
こ
（
洋
布
）、
フ
ラ
ン
ネ
ル
。
緊
身
、
き
や
ら

こ
。 

 

元版 p826/現行版 p387 

き
や
ら
こ 

フ
ラ
ン
ネ
ル 

き
や
ら
こ
（
洋
布
） 

フ
ラ
ン
ネ
ル 

木
棉 
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（
底
衣
衫
） 

緊 

心
身 

 

背 

心 

 

底
裙
子
（
緣
レ
エ
ス
） 

軍
短
褲
子 

     

   

96 

 

○
短
褲
子
。
底
裙
子
。
（
緣
レ
エ
ス
）
背
心
。
緊
身
。

（
底
衣
衫
） 

元版 p826/現行版 p387 
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裙 

子
（
襞
あ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

衣
衫
裳
（
襟
あ
り
）（
寒
気
に
從
ひ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

裏
小
、
中
、
大
毛 

（
綿
緊
身
） 

 
 

 
 

 
 

 

袷
□
夾
緊
身
（
袷
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
冬
秋
） 

97 

夾
緊
身
。（
袷
）（
綿
緊
身
）（
冬
秋
）
衣
裳
。（
襟
あ
り
）

（
寒
氣
に
從
ひ
裏
小
、
中
、
大
毛
）
。
裙
子
。（
襞
あ
り
） 
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裤
の
み
な
る
は
娘
。 

慶
事
あ
る
時
は
裙
子
の
み
紅
し 

上
下
共
紅
は
新
妻
の
み
、
親
戚
知
人
に 

靴 

大
部
分
ハ
西
洋
靴
（
皮
靴
） 

      

   

98 

 

○
靴
。
大
部
分
ハ
西
洋
靴
（
皮
靴
）
。
上
下
共
紅
は
新

妻
の
み
。
親
戚
知
人
に
慶
事
あ
る
時
は
裙
子
の
み
紅

し
。
褲
の
み
な
る
は
娘
。 
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辮 

子 

 
 

 
 

娘 

こ
の
髷
は
皆
髪
を
分
く 

双
孖
髻 

鳳
冠 

99 

○
鳳
冠
。
○
双
孖
髻
、
辮
子―

娘
（
こ
の
髷
は
皆
髮

を
分
く
）。 
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□ 
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小
紡
紡
綢
（
夏
） 

大
紡 

綢 

（
初
夏
）
羽
二
重
の
如
し
、 

 

熟 

羅 

（
眞
夏
） 

○
緞 

子 

○
華
絲
褐 

〇
印
は
冬
秋 

     

   

100 

 

○
華〇

絲
褐
。
（
緞
子
に
似
た
り
、
模
樣
浮
き
出
づ
）
唐

草
色
淡
靑
、
冬
。
○
緞〇

子
。
水
色
へ
細
か
に
葡
萄
（
實

葉
）
の
浮
ぶ
も
の
あ
り
、
模
樣
は
桃
色
、
冬
。
○
熟
羅
。

（
眞
夏
）
○
大
紡
綢
。
（
初
夏
）
羽
二
重
の
如
し
。
○

小
紡
綢
。（
夏
）
細
き
模
樣
浮
き
出
づ
、
そ
の
模
樣
銀

に
似
た
り
、
細
き 

〔
〇
印
は
冬
秋
〕 

元版 p826/現行版 p387 

模
様
浮
き
出
づ 

 

色
淡
青
、 

緞
子
に
似
た
り 

 

唐
草 

浮
ぶ
も
の
あ
り
、
模
様
は
模
桃
色
、 

水
色
へ
細
か
に
葡
萄
（ 

 

）
の 

葉実 

冬 

□ 

模
様
銀
に
似
た
り
細
き 

細
き
模
様
浮
き
出
づ
、
そ
の 
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愛
国
布 

華
𢇁
羅 

黒
に
波
形
模
様
浮
ぶ 

○
華
𢇁
緞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

縐 

紗 

官 

紗 
 

夏 

布 
 

 
 

麻
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

茶
の
線
、 

101 

茶
の
線
。
○
夏
布
。
麻
也
。
○
官
紗
。（
放
花
官
紗
）

薄
紫
の
放
花
官
紗
、
藻
と
金
魚
の
模
樣
（
小
）。
○
縐

紗
。
靑
磁
色
に
木
蘭
花
の
模
樣
を
織
出
す
、
模
樣
は
皆

織
。
○
華〇

絲
緞
。
○
華
絲
羅
。
黑
に
波
形
模
樣
浮
ぶ
。

○
愛
國
布
。 
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放
花 

藻
と
金
魚
の
模
様
（
小
） 

官
紗 

薄
紫
の
放
花
官
紗 

す 
模
様
は
皆
織 

青
磁
色
に
木
蘭
花
の
模
様
を
織
出 
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紡 

綢 

愛
国
布 

〇
〃
、
〃
緞 

 

〃
〃
羅 

 
 

 

裙
子 

華
絲
褐 

 
 

 
 

 
 

 

寧
綢 

 

縐
紗
、 

 
 

 
 

 
 

 

縐
紗
は
四
季
共 

〇
緞
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

繭
紬
は
主
と
し
て
夏
、 

     

   

102 

 

○
緞
子
。
縐
紗
。
華
絲
褐
。
華
絲
羅
。
華
絲
緞
。
愛
國

布
。
紡
綢
。―

裙
子
。
○
繭
紬
は
主
と
し
て
夏
。
縐

紗
は
四
季
共
。
寧
綢
。 

元版 p826/現行版 p387 
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と
云
ふ 

O
p

iu
m

 D
en

 
の
シ
ネ
マ 

弁
士
チ
ヤ
ン
コ
ロ 

支
那
人
は
数
学
的
天
才
な
し
。 

教
官
支
那
に
か
か
る
も
の
あ
る
か
と
云
ふ 

講
堂
に
日
清
戦
爭
の
戦
利
品
を
か
く 

教
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

警
察 

支
那
人
集
会
を
い
ぢ
め
る 

ヤ
ン
コ
ロ
） 

（
支
那
人
拒
絶 

学
校
、 

 
 

下
宿
、
警
察
、
新
聞
（
チ 

103 

○
學
校
。
下
宿
。（
支
那
人
拒
絶
）
警
察
。
新
聞
。（
チ

ヤ
ン
コ
ロ
）
○
講
堂
に
日
淸
戰
爭
の
戰
利
品
を
か
く
。

教
官
支
那
に
か
か
る
も
の
あ
る
か
と
云
ふ
。
支
那
人
は

數
學
的
天
才
な
し
。
○
警
察
支
那
人
集
會
を
い
ぢ
め

る
。
○O

p
iu

m
 D

e
n

 

の
シ
ネ
マ
辯
士
チ
ヤ
ン
コ
ロ
と

云
ふ
。 

【「
雑
信
一
束
」
十
八 

天
津
】〔
天
津
〕 

当
時
の
天
津
は
上
海
同
様
、
諸
外
国
の
租
界
に
な
っ
て
い

た
。
本
頁
は
阿
片
問
題
を
含
め
、
天
津
に
い
た
中
国
人
と
日

本
人
を
含
め
た
外
国
人
と
の
関
係
を
素
描
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
芥
川
が
こ
の
よ
う
な
天
津
を
快
く
思
っ
て
い
な

い
こ
と
は
、
一
九
二
一
年
七
月
一
一
日
に
松
本
鎗
吉
に
宛

て
た
書
簡
の
「
索
漠
た
る
蛮
市
我
を
し
て
羈
愁
万
斛
な
ら

し
む
一
日
も
早
く
帰
国
の
予
定
」
や
、
同
一
二
日
に
小
穴
隆

一
に
送
っ
た
絵
葉
書
の
「
天
津
へ
来
た
此
処
は
上
海
同
様

蛮
市
だ
北
京
が
恋
し
く
て
た
ま
ら
ぬ
」
か
ら
窺
え
る
。 

元版 p826～827/現行版 p387 
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壁
上
の
掛
物
、
啖
吐
。 

壁
紙
（
洋
風
）

Bed

、
鏡
台
、
床
は
瓦
、 

門
（
対
聯
）
門
房
、
中
庭
、
房
。 

と
も
し
行
く
妓
あ
り
、 

電
燈
を
と
も
す
も
の
。
人
力
车
に
六
個
の
火
を 

共
に
画
を
出
す
も
の
、
金
額
札
の
周
囲
に 

は
額
中
、
刺
繡
に
て
字
を
出
す
も
の
、
字
と 

標
札
、
金
属
（
金

or

銀
）
赤
字
の
名
、
又 

     

   

104 

〔
天
津
（
常
盤
ホ
テ
ル
か
）〕 

ベ
ッ
ド
や
鏡
台
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
た
め
、
客
室
の

描
写
と
思
わ
れ
る
。
姚
紅
に
よ
る
と
、
芥
川
は
天
津
滞
在
中

に
、
日
本
租
界
の
繁
華
街
寿
街
通
り
に
あ
っ
た
常
盤
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
て
い
た
と
い
う
〔「
一
九
二
一
年
芥
川
龍
之
介

の
天
津
体
験
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
第
五
一
号
、
二
〇

一
〇
・
八
）
を
参
照
〕
。 

○
標
札
。
金
屬
（
金 

o
r 

銀
）
赤
字
の
名
。
又
は
額
中
、

刺
繡
に
て
字
を
出
す
も
の
。
字
と
共
に
畫
を
出
す
も

の
。
金
額
札
の
周
圍
に
電
燈
を
と
も
す
も
の
。
人
力
車

に
六
個
の
火
を
と
も
し
行
く
妓
あ
り
。
○
門
。（
對
聯
）

門
房
。
中
庭
。
房
。
壁
紙
（
洋
風
）
。B

ed
. 

鏡
臺
。
床

は
瓦
。
壁
上
の
掛
物
。
啖
吐
。 
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膩
反
芳
□ 

105 

全
集
未
収
録 
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項
易
庵
（
聖
模
）
墨
畫
花
卉
、
俊 

金 

農 
 

鬼 

大
小
鬼 

三
王
惲 

 

画
册
、
南
田
の
山
水
よ
し 

石 
 

濤 

枯
木
竹
。 

新 
 

羅 

鳥 

朱
葉
鮮
。 

唐 
 

寅 

山
水
横
巻
、
北
画
の
体
を
学
ぶ 

方
□
□
□ 

冊 

稚
拙
愛
す
べ
し
、 

     

   

106 

【「
支
那
の
画
」
蓮
鷺
図
、
鬼
趣
図
】〔
天
津
（
方
若
宅
）〕 

こ
こ
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
絵
と
、
芥
川
の
「
支
那
の
画
」

（『
支
那
美
術
』、
一
九
二
二
・
一
〇
）
と
の
関
係
、
並
び
に

方
若
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
姚
紅
「
一
九
二
一
年
芥
川

龍
之
介
の
天
津
体
験
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

【
方
□
】
李
方
膺
（
方
邹
）
の
こ
と
か
。
李
は
清
の
乾
隆
年

間
、
揚
州
で
活
躍
し
た
画
家
で
揚
州
八
怪
の
一
人
。 

【
項
易
庵
（
聖
模
）】
項
聖
謨
。
明
末
の
文
人
画
家
。 

 

○
方
邱
、
稚
拙
愛
す
べ
し
。
唐
寅
、
山
水
橫
卷
、
北
畫

の
體
を
學
ぶ
。
新
羅
、
鳥
、
朱
葉
鮮
。
石
濤
、
枯
木
竹
。

三
王
惲
、
畫
册
、
南
田
の
山
水
よ
し
。
金
農
、
鬼
、
大

小
鬼
。
項
易
庵
（
聖
模
）、
墨
畫
花
卉
、
俊
。 

元版 p827/現行版 p388 
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      方
若
家 

銭
杜
（
銭
叔
美
）
の
花
卉
册
。 

金
俊
明
の
梅
、 

八
大
山
人
の
畫 

石
濤 

花
卉
山
水
册
、
（
墨
竹
、
妙
） 

107 

石
濤
、
花
卉
山
水
册
、
墨
竹
妙
。
八
大
山
人
の
畫
。
金

俊
明
の
梅
。
錢
杜
（
錢
叔
美
）
の
花
卉
册
。
方
若
家
。 

【「
支
那
の
画
」
蓮
鷺
図
、
鬼
趣
図
】〔
天
津
（
方
若
宅
）〕 元版 p827/現行版 p388 
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Mukden    910  

Suchiatun    934 P..m, 

Antung     510  A. m, 

Keijo      950 700 P. m, 

Fusan      550 

Shimoseki    540  P. M, 

        7.10 P. M（12） 

        7 50 P. M（23） 

Osaka     8.22 Am, 

 

     

   

108 

【「
雑
信
一
束
」
十
九 

奉
天
、
二
十 

南
満
鉄
道
】〔
奉
天

（
盛
京
、
今
の
瀋
陽
）
、
蘇
家
屯
、
安
東
、
京
城
、
釜
山
、

下
関
、
大
阪
〕 

南
満
洲
鉄
道
経
由
、
奉
天
か
ら
大
阪
ま
で
の
主
要
駅
の
発

着
時
刻
。
水
沢
不
二
夫
「
芥
川
全
集
「
手
帳
（
六
・
七
）」

未
収
録
分
」（『
近
代
文
学
注
釈
と
批
評
』
五
、
二
〇
〇
三
・

五
）
に
詳
細
な
注
釈
が
あ
る
。 

全
集
未
収
録 
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筆
記
用
具
一
覧
表 

 
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
前
稿
及
び
本
稿
に
お
け
る
翻
刻
に
際
し
て
は
画
像

編
集
ソ
フ
トP

h
o

to
sh

o
p

を
用
い
て
色
調
を
補
正
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
メ
モ

で
は
複
数
の
筆
記
用
具
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
お
し
な
べ
て
黒
く
補
正
し
て
い

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
が
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
補
正

前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
で
筆
記
用
具
の
色
を
確
認
し
、
一
覧
表
を
作
成
し
た
。

本
表
は
、
筆
記
用
具
の
色
の
ほ
か
に
、
翻
刻
対
象
外
の
頁
の
基
本
状
況
（
空
欄
・

欠
損
）
も
掲
載
し
て
い
る
。 

 

本
表
の
よ
う
に
、
「
手
帳
七
」
で
用
い
ら
れ
た
筆
記
用
具
を
頁
順
に
並
べ
る

と
、
万
年
筆
（
ブ
ラ
ッ
ク
）―

万
年
筆
（
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
）―

鉛
筆―

万
年
筆
（
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
）―

鉛
筆
と
な
る
。
た
だ
し
六
六
頁
か
ら
八
○

頁
ま
で
の
間
に
は
、
毛
筆
と
鉛
筆
、
万
年
筆
（
ブ
ラ
ッ
ク
）
と
鉛
筆
、
そ
し
て

鉛
筆
と
万
年
筆
（
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
）
の
よ
う
に
、
二
種
類
の
筆
記
用
具
が
併

用
さ
れ
た
頁
が
複
数
確
認
で
き
る
。
な
か
ん
ず
く
毛
筆
は
携
帯
に
適
さ
な
い
た

め
、
二
種
類
中
の
一
方
は
、
見
学
時
よ
り
後
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
「
七
四
？
頁
」
は
空
白
の
頁
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
前
後
の
頁
に

書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
も
、
頁
ご
と
に
独
立
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
手
帳
を

使
う
場
合
、
次
に
書
く
予
定
の
こ
と
に
備
え
て
頁
を
空
け
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

「
七
四
？
頁
」
の
前
後
は
一
旦
空
け
ら
れ
、
の
ち
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性
を
排

除
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
六
六
頁
か
ら
八
○
頁
ま
で
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、

実
際
に
芥
川
が
経
験
し
た
順
序
や
記
入
し
た
順
序
と
、
頁
順
と
が
一
致
し
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
る
。
芥
川
の
北
京
滞
在
中
の
足
取
り
を
正
確
に
分
析
す
る
際

に
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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注 （

1

）
前
稿
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
異
同
に
気
付
い
た
き
っ
か
け
は
伊
藤
一
郎
の
ご

教
示
で
あ
る
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

（

2

）〈
普
及
版
全
集
〉
の
内
容
見
本
（
一
九
三
四
・
九
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
普
及
版
芥

川
龍
之
介
全
集
編
纂
に
つ
き
謹
告
」
に
は
、「
今
回
増
訂
普
及
版
芥
川
龍
之
介
全
集
を
刊
行

致
し
ま
す
に
当
り
、
編
纂
・
校
正
上
に
も
前
回
の
全
集
に
よ
り
一
層
の
厳
密
正
確
を
加
へ

た
く
、
今
回
も
再
び
直
接
原
稿
に
基
い
て
校
合
致
さ
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（

3

）「
後
記
」（『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
・
七
）
の

冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

（

4

）「
手
帳
（
一―

十
一
）」
の
「
後
記
」。
書
誌
情
報
は
注
（

3

）
に
同
じ
。 

（

5

）
注
（

3

）
に
同
じ
。 

（

6

）
石
割
透
「
芥
川
龍
之
介
の
手
帳
や
ノ
ー
ト
断
片―

藤
沢
市
文
書
館
所
蔵
「
葛
巻
文

庫
」
か
ら
」（
『
有
鄰
』
第
三
六
九
号
、
一
九
九
八
・
八
）
に
詳
し
い
。 

（

7

）「
後
記
」（
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
・
一
）
中
、

「
手
帳
」
と
題
さ
れ
た
概
説
よ
り
引
用
。 

（

8

）
前
述
し
た
よ
う
に
、〈
前
回
全
集
〉
の
「
後
記
」
に
お
い
て
は
、〈
元
版
全
集
〉
の

「
手
帳
」
と
〈
普
及
版
全
集
〉
の
「
手
帳
よ
り
」
と
の
異
同
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、〈
現
行
版
全
集
〉
第
二
三
巻
で
は
原
資
料
の
確
認
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
「
手
帳
」
の

「
後
記
」
に
、〈
普
及
版
全
集
〉
所
収
本
文
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

要
す
る
に
、
〈
現
行
版
全
集
〉
を
中
心
に
研
究
を
進
め
る
場
合
、
〈
普
及
版
全
集
〉
に
あ
っ

た
問
題
に
気
付
く
こ
と
が
難
し
い
。 

（

9

）
注
（

4

）
に
同
じ
。 

（

10

）
注
（

2

）
に
同
じ
。 

（

11

）〈
元
版
全
集
〉
の
「
月
報
」
第
八
号
（
一
九
二
九
・
二
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
編
輯

者
の
ノ
オ
ト
」
に
よ
る
。 

（

12

）
注
（

11

）
と
同
様
に
「
編
輯
者
の
ノ
オ
ト
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
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（

13

）〈
前
回
全
集
〉「
軽
井
沢
日
記
」
の
「
後
記
」
が
指
摘
し
て
い
る
。
書
誌
情
報
は
注

（

3

）
に
同
じ
。
な
お
、
該
当
資
料
は
「「
軽
井
沢
日
記
」
遺
稿
」
と
し
て
、
前
掲
『
図

版
２
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（

14

）
こ
の
三
箇
所
は
〈
現
行
版
全
集
〉
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
【
表
一
】
の
「
手
帳
十
」

の
末
尾
、「
手
帳
十
一
」
の
冒
頭
と
末
尾
に
当
た
る
部
分
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。 

（

15

）
そ
の
う
ち
、
一
つ
目
の
断
片
は
「
細
木
香
以
ノ
ー
ト
」
と
し
て
、
前
掲
『
図
版
２
』

で
確
認
で
き
る
。 

（

16

）
注
（

2

）
に
同
じ
。 

（

17

）
注
（

2

）
に
同
じ
。 

（

18

）
注
（

2

）
に
同
じ
。 

（

19

）「
３
」
か
ら
「
７
」
ま
で
か
。「
１
」
と
「
２
」
は
原
稿
用
紙
の
九
行
目
以
降
が
切

り
取
ら
れ
、
ど
こ
の
原
稿
用
紙
か
確
認
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
た
だ
し
原
稿
用
紙
の

色
か
ら
推
す
る
に
、
お
そ
ら
く
「
１
」
と
「
２
」
も
、
後
続
と
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。 

（

20

）
石
割
透
「
支
那
游
記
ノ
ー
ト
」
の
解
説
。
山
梨
県
立
文
学
館
編
『
芥
川
龍
之
介
資

料
集 

解
説
』
、
一
九
九
三
年
一
一
月 

（

21

）
石
割
透
「
堀
辰
雄
筆
写
の
「
開
化
の
殺
人
附
記
」
な
ど
」
の
解
説
。
書
誌
情
報
は

注
（

20

）
に
同
じ
。 

（

22

）
注
（

11

）
と
同
様
に
「
編
輯
者
の
ノ
オ
ト
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

（

23

）
「
国
子
監
」
に
関
し
て
は
、
石
割
が
述
べ
た
よ
う
に
、
芥
川
の
「
北
京
日
記
抄
」

な
ど
の
紀
行
文
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
「
手
帳
七
」
の
ほ
か
の
頁
に
も
、
「
国
子
監
」

と
分
か
る
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
堀
が
【
図
二
】
は
「
国
子
監
」
で
あ
る
と
分
か

っ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
芥
川
旧
蔵
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
北
京
』（
丸
山
昏
迷
、
一
九
二
一

年
三
月
。
日
本
近
代
文
学
館
蔵
）
を
参
照
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
は
、
赤
鉛
筆

に
よ
る
傍
線
や
〇
で
囲
ん
だ
箇
所
が
複
数
あ
り
（
一
三
八
頁
・
一
四
二
頁
・
一
五
四
頁
）
、

一
五
四
頁
の
「
国
子
監
」
の
紹
介
に
、「
国
子
監
」
の
三
文
字
は
赤
鉛
筆
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
入
れ
が
堀
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
手
帳
七
」

の
増
訂
に
際
し
て
、
参
照
し
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

（

24

）
た
だ
し
芥
川
の
直
筆
資
料
等
を
管
理
し
て
い
た
葛
巻
が
、
芥
川
の
遺
稿
に
意
図
的

な
改
変
を
加
え
て
〈
元
版
全
集
〉
や
〈
普
及
版
全
集
〉
に
掲
載
し
た
こ
と
は
、
小
谷
瑛
輔

「
第
十
二
章 

可
能
性
に
賭
け
ら
れ
た
伝
達―

「
〔
題
未
定
〕
」
と
坂
口
安
吾
「
文
学
の

ふ
る
さ
と
」
」（
『
小
説
と
は
何
か
？―

芥
川
龍
之
介
を
読
む―

』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
○

一
七
・
一
二
）、
同
「
芥
川
龍
之
介
の
遺
稿
「
人
を
殺
し
た
か
し
ら
？
」
の
諸
問
題
」（
『
敍

説
Ⅲ
』
二
○
号
、
二
○
二
二
・
八
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、「
手
帳
六
・
七
」
を
含

む
手
帳
の
原
資
料
も
葛
巻
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
堀
が
清
書
し
た
原
稿
を
「
手
帳
よ
り
」

と
し
て
掲
載
す
る
か
否
か
と
い
う
判
断
に
も
、
葛
巻
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

（

25

）
水
沢
不
二
夫
「
芥
川
全
集
「
手
帳
（
六
・
七
）」
未
収
録
分―

【
梗
概
】
新
版
全

集
未
収
録
分
の
翻
刻
及
び
書
簡
、『
支
那
遊マ

マ

記
』
、『
湖
南
の
扇
』
を
め
ぐ
る
注
釈
」
、『
近
代

文
学
注
釈
と
批
評
』
五
、
二
○
○
三
年
五
月 

（

26

）
関
連
す
る
右
頁
は
前
稿
の
五
三
頁
参
照
。 

 

※
翻
刻
を
除
い
た
引
用
は
、
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。
本
稿
で
掲
載
し
た
図
版
を
提
供
し

て
下
さ
っ
た
藤
沢
市
文
書
館
及
び
山
梨
県
立
文
学
館
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。 




